
心筋梗塞を経験して
鳴原内科医院

院長 1鳴原 勇次郎

『り1病歴』特記すべきものなし。

『喫煙歴』18才 (‖召和18年,1943)から65才 (平成 2年 ,1990年)まで
◆喫l_I係数:25本×46年 =1150

『lm術歴』55才 (昭和 55年)から毎年人間ドックによる検査を受けていた。
平成元年(1989);心電図で心筋に虚血のあることが指摘された。
血圧正常、軽度肥満、11糖正常、尿酸値が少し高い。
コレステロール、中性脂肪は正常範囲

自覚症状が全く無いのでそのまま放置した。
14成2年 :心電メにて心筋内伝導FH害の存在を持摘され、

精密検査を是非受けるようにコメントされた。
胸痛、壇切れ、などの自党症状はまったく無かった。
坂道登坂でも特別異常は無かった。

数日後、先輩の検査センター所長よ嘘 話が入つた。
この電言舌がなければ恐らく大事に至っていたであろう。

『仙台オープン病院での検杏』心電図;軽度・
mt常出現、心エコー,軽度異常所見

これらのことからどうしても冠動脈撮影をやる必要があると説得された。
「冠動脈Ink影J;無自党性または無症候.畦の心筋虚血と診llJlされた。

『その後の経過』禁煙実行 ! 薬物服用。
趣味の山登りは相変わらず、(ただし、発汗には十分の水分補給、
15リッター入りの水筒lt参)。酒は余りやらない。
その後 5年経過するも、自党症状全く無し。
1年前から日本禁煙医自「連盟に加入する。

心1臓に手を当てて説明する鴫原勇次郎氏

― H―



第1回宮城フォーラム「たばこ病よ さらば !禁煙デー」
受付から展示まで

古橋信晃氏の講演風景 多数の参加者とマスコミの取材風景

会場からの活発な質問 ポスターなどの展示

受付風景

- 1 2 -

反省会



19964巨 第 2回世界禁煙デー・宮城フォーラム

たばこ病よ さらば !禁煙デー '96

口日  時 :

口場  所 :

口主  催

たばこ病よ さらば/禁 煙デー W

平成8年 5月 31日 6剛 1:311～3:30

仙台福祉プラザ ふれあいホール

日本禁煙推進医師歯科医師違盟富城支部

鐵 朧 鑑 繹 朧 朧 y:戦墨

疇い●t先 :日本彙嘔医●■二音崚■●   代表世嬌大 山 ネ 蒔 子

13:35-13:55

13:55-14100

14:00-14:20

14:20-14:25

14:25-14155

14:55-15:00

15:00-15:30

プログラム

主題 二 「たばこ病よさらば、禁煙デー ' 96」

13:301335 開会挨拶

日本禁煙推進医師歯科医師連盟 。宮城支部、代表世話人

山本蒔子 (JR仙台病院 ・保健管理部長)

「スポーツ|こた|まこ0まい らない」

阿曽沼 要氏 (阿曽沼整形外科医院院長)

質疑

「歯周病 とたば こ」

田浦 勝彦氏 (東北大学 ・歯学部予防歯科学講師)

質疑

「動脈硬化 とたば こ」

大内 博氏 (JR仙台病院 ・院長)

質疑

総 合討 論

司会 :山 本蒔子 (JR仙台病院 ・保健管理部長)

シンポジウム

会場:仙台福祉プラザ
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スポーツにたばこはいらない
日本体台協会公認スポーツドクター

・nf曽沼幣形外科医院

FL長  阿曽沼 要

A私 の喫煙腔 反たばこ運lll:

14-5歳 頃のいたずらに始まる。吸つたり止めたりをくり返していました。
一時期は夜の酒場のカウンターで 1時 陪Jにショートホープ 20本 も吸ったことかありま
した。15年 はど前に完全に止煙し、他人の吸ったのを嗅ぐの1)人嫌いになりました。
仙台市医師会理事在任中(10年間)は会議中に受動llK煙をずいぶん強制された1)ので
して、窓を開けるのが私の勤めでした → 現在は会議中は禁煙とのことです。
タクシーに乗つても、たばこ臭いと全くいやになります → 禁lllタクシーの認 可をり」
望しております。飛行機や JRで はいつ{)禁央[席を指定しております。
数イ■前に「たばこは毒ガスです。対、吸いたもうことなかれ。」のイラストを作成して、
待合室に掲示し、あちこちに配布し、ファックス送信の最後に追カロしております。

Bた ばこと運動能力の低下の関係について:

1-酸 化炭素によるもの:

運動に必、要な酸素を運搬するヘモグロビンに、 酸化炭素が結合して末梢の手足に酸
欠状態を作り出します。当然運動能力やスタミナが低下します。
2ニ コチンの薬理作用による()の:
ニコチンは 種の神経毒であるが、その薬理作用中に血管収縮作り‖があるため、スポ

ーツをり
~る

ための筋内に 1分な血 42‐、つまり酸素が送られなくなります。またニコチンがスト
レスホルモンであるアドレナリンなどのホルモン分泌を

'曽
カロさせ、

酸素消費量が増力Πします。→ 当然運動能力やスタミナが低下します。
末梢の手足だけでなく、脳に1)1分 な酸素が供給されなくなるので、判断力が,Lっ

てきて、集中力が欠如してくる。
3た ばこに支ナするスボーツマンの対応 :

①大リーガーの 9害1はたばこを吸わない。

②ロッククライマー=「集中ノ,がなくなるから一Jとたばこは絶対 にしない。
③元大学サッカー選手=「スタミナがなくなるJと言うことで、チームは禁煙だった。
①巨人の落合選手が西武の清原選手に「選手生命を延ばすためには禁煙 !Jと,舌す。

⑤トレーニングジャーナル誌によると、外 Jで はたばこを吸わないスポーツマンが非常に
多い。それと比べると、日本の監督 コーチ。選手は全くだらしない。

⑥外国のスポーツ医学教科書には、選 手は1)ちろん、受動喫煙による運
~l能

力の低下が

書かれており、監督コーチも選 手のいる所では絶対吸わないように助言している.

たばこは毒ガスです。君、死にた1)うことなかれ`,粛、吸いた1)うことなかオし。

どうしても吸いたかったら、吸った煙を他人のいる場所では,Iかないで下さい。
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たばこと歯や日の病気
東北大学歯学部 予防歯科

講師  田浦 勝彦

先ず、たばこの悪影響は歯や日の中に現れる。
Aた ばこの関連する歯と日の病気と機能低下

その 1)歯 の着色 (いわゆる「たばこのヤニJである。タールの沈着)

その 2)歯 肉の着色 (メラニン色素沈着 「スモーカーズ。メラノーシス」)

その 3)日 臭 (い わゆるたばこ臭)

その 4)国 内炎

その 5)口 腔がん (非喫煙者と比較した喫煙者の死亡率は 46倍 である)

その 6)味 覚の低下(禁煙すると味覚が回復し、それに気づくことは大きな喜びとなる)

その 7)歯 周病 (いわゆる歯槽膿漏〈しそうのうろう))

*歯 周病は歯周病原細菌による感染症です。歯周病原菌は歯周ポケット(歯と歯ぐきの境

日)のなかで、異常増殖すると、歯周に炎症を引き起こし、歯槽骨 (歯を支えている骨)の破

壊につながります。そのため、成人では歯を失う原因の 45-55%を 占める。

喫煙者は歯周病にかかりやすい。
Bた ばこと歯周病 (いわゆる歯槽膿鳳 しそうのうろう))

歯周病を増悪させる危険因子として、喫煙係数 (1日の喫煙本数 ×喫煙年数)が重要視され

ています。喫煙係数が大きしヽ まど、歯周病の危険度が増します。

歯肉への血lftの流れが悪くなり酸素や栄養分が欠乏したり、老廃物の除去がうまく

いかなくなる。
(2)歯肉の線維化

歯肉が線維化し、出血など歯周病のrF状が出にくく、手遅れになりやすい。

(3)自血球の機能の抑制

細菌と闘う自血球の機能が半分に低下する。従つて、防御機構が壊されるために、

細菌感染を起こしやすくなる。

(4)歯肉の修復機能に対する悪影響

歯周病の治療に必要な線維芽細胞の働きを抑えます。その結果、治療に対する反応

が悪く、歯周組織の改善を阻みます。

現在、力 婢 ″ ノ(へ の を~ジ

◎歯と日の健康にとつて、喫煙係数は少ない方が明らかに好ましい。

◎禁煙すれば、歯周病の危険度は減少し、1-4年 で改善していきます。

◎健康のために、あきらめずに禁煙にトライして下さい。

が歯周組織に与える主な為害作用は、

(1)ニコチンの血管収縮作用
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動脈硬化とたばこ
JR仙台病院

院長 大内 博

平成 7年 度人 口動態推計によりますと、3大 死亡原仄と死亡者数は、

(1)悪 性新生物 (主にがん)263,000人

(2)脳 血管疾患 148,000人

(3)心 疾患 139,000人

となっており、脳血管疾患と心疾忠の合計は、287,000と なり、これらの大F‐Fj分は、動則R硬化

に起囚するものと思われます。がんを含む悪性新生物を初めとして、三大死亡原因の全てが、

たばこ関連疾患であります。

喫煙による血管系への影攣 しては、

1)血管収縮
たばこを一服吸いますと、指先の温度が 1度 低 下いたします。これは11管収縮によるもので

あり、下肢、脳、心臓の冠動脈にく)司じ変化が起こります。狭心症は、冠tllV民の高度狭窄による

程鍵見電曜て正¥璧 ∫∫苗典島ミ犠揮珈

発されま
‐
すっやがて激LtJ洵の 高みを伴外 筋

ピ伴う疾患には、この他に大動脈解離、大動脈

瘤破裂、肺動脈塞栓症があります。

の 血管内皮傷害
喫煙により血管の内皮細胞が傷害され、血管の内側に,lJhを生じ、血L液の円滑な流れが傷

害され、やがては血管が閉塞したり、血管の壁が弱くなり動lJR瘤となります。

め 組織酸素供給不足

一酸化炭素ヘモグロビン産生によリヘモグロビンの酸素運搬能が低 下する。

4)動 脈硬化が促進

善王のコレステロールであるllllLコレステロールをlIN下させますので喫煙は全身の動脈硬化

性疾患を惹起します。人間の老化は血管の老化であり、喫煙は老化を促ltさせるものでありま

す。

1996

SンοrιS a″ど ι力θ ar`s FIι力ο″` 
ιοみ′000

ぃポーカ 芸術をた雄 の麺のなク'環境●

今年のテーマは、スポ~ツ と芸術を通して、たばこのない世界を作ろう

です。スポーツや芸術は多くの人々が関心を持ち、多くの人が集まります。

運動選手も芸術家も、イベントを主催する側も、その場を禁煙にする事によつて、

喫煙が環境を悪化させる事を知らせ、禁煙が正常な行動である事を訴えましょ

う。アトランタオリンピックは全面的に禁煙です。禁煙医師連盟では、長野オリン

ピックを無煙化にするように申し入れをしています。
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第 2回 官城フォーラム「たばこ病よ さらば !禁煙デー'96」

受付から展示まで

広告協賛

東日本旅客鉄道 (株)東北地域本社 日本ヘキスト・マリオン・ルセル(株)

武田薬品工業(株)サ ンエス(株)(株 )エーシン (株)ニチエー (株)菅野商会

(株)ジェイアール束日本商事・1台 総括支店 ,L文 堂 プラス(株)油台支店

(株)イトーキ (株)東和商会

賛助

チバガィギー 大塚製薬 雪印7L業 マルホ 小μf薬:冒1人 鵬薬|デl田 辺製薬

松本歯科商会 高有製薬 エーザイ 自松が最中本舗 日411化学 キッセイ薬‖1

日本ロッシュ シェリングプラウ

lI浦勝彦氏の講,(風景 受 付

:受イ|

展示風景 マスコミの取材
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第 2回 宮城フォーラム「たばこ病よ さらば !禁煙デー'96」

受付から展示まで

受付

広告協賛

東 日本旅客鉄道 (株)東北地域本社 日本ヘキスト・マリオン・ルセル (株)

武田薬品工業 (株)サ ンエス(株)(株 )エーシン (株)ニチエー (株)菅野商会

(株)ジェイアール東 日本商事・仙台総括支店 庄文堂 プラス(株)イ山台支店

(株)イトーキ (株)東和商会

賛助

チバガイギー 大塚製薬 雪印乳業 マルホ 月ヽ野薬品 大鵬薬品 田辺製薬

松本歯科商会 萬有製薬 エーザイ 白松が最中本舗 日研化学 キッセイ薬品

日本ロッシュ シェリングプラウ

【
旦
只会場風

田浦勝彦氏の講演風景 受付

展示風景 マスコミの取材
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19974巨 第 3回 世界禁煙デー・官城フォーラム

学校を無煙環境に !禁煙デー '97

口日 蒔坪 口8年 6月 31B● 円 :コ‐3:"

醜  市‐仙●耐 プラザ ふuヽ ホール

日ま  籠 日本榮爆は進医鮨由科医師連型 寓城支部

●● ■   ■1●晨
`餞

■` 人
'■

■■●●｀
''‐・ 111111鞣器∬ぽξ齢‖1写欄i顕'・

・
'

会場:仙台福祉プラザ

プログラム

ト題 :「 学 校 を無 煙 環 境 に !禁 煙 デ ー  ' 97」

13:3い335 開会挨拶
日本禁煙推進医Hl歯科医師連盟 ・吉城支淵

'、
代表世話人

山本 青キr氏 (JR仙台病院 ・保健管IFj部長)

13:35-13:55

13:55-14100

14∞ ■4η

14:20・14:25

14:25-14:45

14:45-14:55

14:55-15:10

「官城県の小,中 、高校における1喫煙 に関する調査J

山本 蒔子氏 (JR仙台病院 ・保健管,1部 長)

質疑

「小,中 学校での喫煙防lL指導の実践」

川村 幸子氏 (仙台 市立湯元小 養護教諭)

質疑

「小児科 とたば こ」
山 H 佳 子氏 (JR仙台病院 ・小児利部長)

質疑

「児童 ・生徒の喫煙対策J

師 研 也氏 (ll小児科医院 ・院長、宮城県学校保健会 ・会長)

1,ll1 1,30総合討論

総合司会 :山本 蒔子氏 (JR仙台病院 ・保健管理部長)

滋 無短環颯 ご/繁 煙デー
'7

シンポジウム



199711世 界禁力Iデ ーにあたつての

ll К)事務総長メッセージ

``United for a tobacco― free world"

手をつなごう!たばこのない世界をめざして

たばこが健康にさまざまな悪い影響を与えることが明らかにされてから40年 以上がたちました。

その科学的証拠はまたたく間に積み 1げられ、たばこが膨大な死亡と障学fをもたらすことは1)はや

疑う余地がありません。たばこ製品は 20L紀 の11ばか2,これまでに先進国だけでも6000万 人以

上の人命を奪いました。この先3011間 、たばこ消費が大きくlL/らなければ、毎年 ‖:界中で 1000万

人がたばこによつて殺され、その 7割 は発展途 |:国が占めることになりまう。このような人災による

膨 大な死亡は全|±界の保健上の緊急 I「態となっています。この病災の河δ行をくいとめるには、効

果のある保健対策をすみやかに実行しなくてはなりません。

しかし、たばこの流行をくい止めることは、病気の流行をくい止めるようにはいきません。たばこに

は、l lllを守るための対策を無効にするために東大な金をつぎ込むロビイストや世論■1作の専門

家が味方についています。さらに、 ■,市民はたばこの害を実際より小さく見積1)つており、このllF

向は「

'民

の健康を守り1曽進する責任を負う保健専門家の中にさえ見られます。このようなわけで、

甘いままのたばこ規11が続き、たばこ規制をやろうと思えばできるヽ

'場

にある人々の多くが効果の

ある対策を実行せずにきたのです。

その 方で、さいわいなことに、たばこtOL制の分野で賞賛すべき成果をあげた自党的なイFl人、

団体、政府が世界中に1曽えてきました。このような努力によつて、無l.kの人々や社会が早死にから

救われ、よりよい生7rの質を手に入れることができたのです。これらの実例により、社会全体の健

康をよりよい方向に変えることが可有ヒであることが証明されました。

問題が深刻なら解決策t)しつかり立てる必要があります。たばこはあらゆる個人とネL会をむしば

みます。幾百万人がたばこにより Lヽ死にし、さらに幾 白万人がたばこ月連疾患に苦しみます。たば

こをlrkぅ友人、肉親、同僚を才寺つ非喫煙者は彼らをたばこのために失う危険にさらさオしています。

また環境たばこ煙を強11的に吸わされて、不快な日に合い健康を損ねるだけでなく、命までも奪

われるりF喫煙者がいます。政府はたばこ関連FT患の治療のために何 「億ドルも失い、さらにたば

こによる早死で何 「億ドルもの生産損失をこうむります。

この病災を一個人、一組織、 IJの 力だけでくいlLめることはできません。総合的で持続的なた

ばこ対策を実行するには幅広い1世論の支持がZ、要です。社会のあらゆる分り1の力が W110と 結

びつき、「たばこのない 吐界を作るために力を合わせるJならば、たばこという厄災をなくすることが

できるでしよう。
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官城県の小、中、高校における喫煙に関する調査

JR仙 台病院保健管理部

部長  山本 蒔子

1吐界的に青少年の喫煙を防止しようとする傾向がある。米国ではクリントン大統領が、10イヽ の喫

煙を防ぐために、ニコチンは麻薬と指定し、広告の大幅な規制等の政策を打ちだしている。しかし、

我が国は先進国の中で唯一たばこの広告が自由であり、青少年の喫煙防止対策は大変遅れをと

っている。

第 一回のフォーラムに於て、ある母親から、学校における喫煙対策を取りLげ て欲しいとの強い

要望があつた。若年者ほど喫煙や受動喫煙の影響は大きく、音少年を煙から守るために学校を無

煙環境にし、禁IT教育に力をいれる必要があると考えられる。

日本禁煙医師連盟・官城支部では、その考えのもとに平成 8年 4月 に官城県教育委員会に県

下の学校における喫煙に関する調査を提案した。教育庁健康教育課では、平成 8年 度健康教育

推進事業の一環として、平成 9年 2月 に官城県下の学校 850枚 を対象に調査を行い、その結果

をご提供載いたので報告する。

喫煙に関する調査に回答があったのは小学校 450校 、中学校 223校 、高校 82校 、特殊教

育諸校 17校の合わせて 772校 であり、回収率は 901%で あつた。

禁煙教育について

禁煙教育の実施率 小学校  304%(137校 )

中学校  762%(170校 )

高 校  646%(53校 )

小学校  6学 年 (101校)

中学校  3学 年 (86校 )

高 校  1学 年 (31校 )

禁煙教育の対象学年

教師の喫煙に対する認識

職員室の禁煙実施率   小学校

中学校

高 校

296%(133校 )

399%(89校 )

744%(61校 )

職員会議中の禁煙実施率 小学校  640%(288校 )

中学校  767%(171枚 )

高 校  988%(81校 )

学校における禁煙教育は主に中学校に於て行われていた。しかし、中学校における教師の喫

煙にたいする認識は、教員室の禁煙率の低さから見ると、高くなかつた。

小学校における禁煙指導実施の低さと、教員室の禁煙率の低さがロヤった。喫煙防止教育は

小学校から実施し、教師は児童生徒を煙から守るために、喫煙対策を学校として取り上げ、学校

を無煙環境にしていくことが求められる。
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柴田町の小中学校での喫煙防止指導の実践

仙台市 立湯元小学校養護教諭  川村 幸 r

li少年の喫lTが近年増珈しており、喫lTは開始
`I:齢

が甲しヽ まど、体に及ばす障害が大きいこと

がFllら力ヽ こなっている。喫煙防止教育を17康教育の一環として位置づけ、吸い始める前の喫煙予

lllJ教育に重点をおくことが大切である。

柴田山「保171主J「養護教諭部会では、昭和 61年 と平成 5年 に柴田町内小学校 6校 及び中学

校 3校 の 2,677名 の児童生徒を対象に、たばこに関する調査を行つた。

『たばこに関する調査』結果   …………く略,61年 と平成 5年 の比較>

(1)家 庭内喫煙状況 ― 小学校増珈、中学校わずかに減少
(2)家 庭内喫力I考 ― 中学校で父親の喫煙減少、小・l学校とも母親・兄・姉がllB

カロ。若者や 女性の喫煙がnt,1ょり増加
(3)喫 煙経験者 ― 」ヾ I校 前「より男女と{)tH加  叫Pγ校では前日より1・2年 は

減少、3年 は大幅に増加
(4)喫 力IIt期 一 小 5・611、中 1年 に集中
(5)吸 い始めた理由 ― 小中と1)「面iド半分 l「どんな味か知りたくてJなどの好 奇心

から吸い始めている
(6)入 手方法 ― 自憫可の「家族からJが大幅に減少、たばこ屋も減少

自動販売機が 6害1以 lfで簡 単に手に入る環li

(7)た ばこについて 一 否定意見減少傾向、小学校で肯定意見増加傾向
(8)宵  _ だいたい理角子している。中には漢然としかわからない者《ゝいる
(9)矢口りたいこと、勉

“

:したいこと ― 「たばこの害J「どんな味J「成分J
(10)意 見 ― 「たばこをつくらないでJ「たばこの販売禁|卜をJ「まわりに迷惑吸わない

でJが大半。「未成年で1)吸つていいこと1こJ「かまわないでJl)少数

以 卜の糸l卜果から次のような7T動を行つた

実践
(1)授 業実践 :授業は、各学年毎に学級rr動の保健分野、教科体台の保健分野で、学級担任

や教科担任が実lt.教材として、ビデオやたばこ人形などを活り‖。

学年別主題は、小学 5年 「たばこと病気J、小学 6年 「学習やll動に悪いたばこJ、中学 1年 「 1

学生と喫lf J、中学 2年 「たばこと寿命J、中学 3年 「喫煙カツ司りHに与える影曹J.
(2)講 話 :中学校において、学年ll会‖|に、内科校医をil師に招き、医学的なlI「llの立場から

たばこの有害性等について講話.
(3)委 員会活」l中 学校において、生徒の活動である保健委員会の活動の つとして、たばこ

の成分や害について調べ、棋造紙にまとめ、文化祭時展示.
(4)広 報lf rlll養,護教論が発行する「ほけんだ ミリJ、学級■1イ千が発行する「学級通信Jを利用

し、たばこのイ「害性等を力|はせることで児童生徒はも十,ろん保護 者に対して喫力「防止や禁煙の啓
7LRを図る.
(5)そ の他 :長期休業 日llに生徒指導‖

'か
ら健康面を含めてたばこに関して指導.

以 1の収り胤[みを続けていく 1で、教職員 制に禁煙に対するII解が深まり、職ll室内禁煙、喫1嘔
コーナーの設置、会議中は禁煙となった学校t,でてきた。

結論

喫ITを防 Lすることにより、現在および将来にわたり健康な生活がl―れるとしたら、早いIキ期に

喫煙防止教育がZ、要であることliワlらかである。また喫煙は依存性が高く、1喫煙習慣をイ,した人

に禁煙指導をすることはたいへん難しいことから、喫煙 ・lJ:教育に力を入れる必要がある。
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学校と家庭からたばこを追放しましょう
子 供 達 と次の世 代 のため に

JR仙 台り,,院小児科

部長 山l l‐ r

小児科医の立場より子供に対するたばこの有苫性をllHらかにし家庭と学校からたばこを追放す

る提案をしたい。

たばこの煙の有害物質について
ニコチン タール  A/・化炭素  その他 その薬理作用について

受動喫煙

妊娠とたばこ

父親の喫煙

家族の喫 lT

小児期に於ける受動喫煙の影響
呼吸器症状  1呼吸器感染症  1呼吸機能低 ド 成人期のがん

浸J「性中耳炎 =L幼 児突然死症候群

青少年の喫煙と健康問題
ニコチン依存 呼吸器席状 運転能力の低 ト

喫煙開始年齢と疾患の関係

潔冬りに
イ|∫より大切なことは、喫煙習慣を身に付けないことである。

■1しく充分な喫煙と健康に関わる知識をできるだけ早い時期に健ll数育としてりえる。

模軽 なる人人がたばこを吸わないことが原則である。

又 旦喫lT習慣のついた人のうち中高年者は、生命の危険を感じて禁煙する人1)いるが、

若
`「

者はあまり期待できない。結婚やク1娠を機に親としての自覚を促し禁煙を動機づけ

禁煙指導を行う。



児童生徒の喫煙防止教育の意義

官城県学校保健会

会長  師  研也

I.学 校保健とは
生涯保健 ・地域保健の 環に位置づける広義の見方と、学校保17e法に基づく狭義の見方があ

る。今 [は 後者の立場から、禁煙教育を考えてみたい。

学校保健はt7・康管理と保健教育の二本の柱で構成され、前者が学校保健法に準拠して行われ

る。後者は小学校からF‐
~等

学校にわたつて、個々に示されている学習指導要領によつて進められ

る。すなわち、全IJで学校保llL・の方針と運ギ|はこの両者にそつて進められている。法は国会で審

議決定されるので、しばしば、その改正には時‖同を要することがある。しかし、その内容を実践す

る「手引きJ等については、Z、要に応じて検討され改訂を見ている。

(財)日本学校保1/t会は学1交保健に関係するll‐d域 6まF会によつて構成されており、学校保17rの

諸種lf動を支えているが、この中の大きな事業に学校保健センター的 事業がある。これは全額文

部省の助成金で運営されており、教育現場、学識経験者等で構成した各種委員会ごとに二年計

画で検討を重ねながら、11述の「手引きJなどの作製や、改訂を進めている。

喫煙防 L‐l係では、昭和 60年 に「喫煙、飲酒、薬物乱りH防 止に関する指導の手引き」が出版さ

れているが、1■文5年以来、再びこれに 月する委員会が設置され、その改訂版を発■1している。こ

の中では、喫煙の害についての他に、特に禁l.mのための指導実践に関する方法論が述べられて

いる。学校教育では、小学校から高等学校に至るまで、この様な指導の1)とに 貫した教育が行

なわれていることに学校保健の大きな意味がある。

Ⅱ.学校保健と健康教育
健康教育とは、健康科学に基づいて生涯にわたる健康について教育し、これを身につけさせる

ことであり、学校保健における保健教育はまさに、狭義の健康教育ともいえる。近年は文部省或い

は各都道府県教育委員会でも学校保ll担当課を健康教育課に改称した様に健康教育は学校保

健そのものである。

Ⅲ.生活習慣病と喫煙について

健康教育の基本は 自然科学への理解であり、生体の神秘性に畏敬の念を持つことが第
‐歩を

考える。すなわち命の大切さをFnることである。以前は成人病と呼称されていた時代にあつて成人

病予防の第一はライフスタイルの改善にあるとされていた。今、/L活習慣病と改称されたのは、ま

さしく、このためである。

人類がイII‖:紀|こもわたつて、行なってきた喫煙習慣が、各種の疾患の原因となること{)次第に解

明されている今は、人類の健康を守り、十せを得るためには、どんなに長い歴史を持つ習慣的行

為も打ち破らなければならない。
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第 3回 宮城フォーラム「学校を無煙環境に !禁煙デー '97」
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1998年 第 4回 世界禁煙デー・宮城フォーラム

禁煙の方法を教えます '98

禁煙の方法を教えます 切

“

.198m5月 00日 ■ 翻 ]田 ● :コ

薔|シリリ

`―

センター 

ー

ール (311t7エ ル北0

■ 日本熱煙推凛医師田料医饉凛盟 富壌t部

ｍ
一
　
　
Ｅ
“
”

ブログラム

主題 :「禁煙の方法教えます !」 '98

1,3)1■35 開会挨拶
日本禁煙推進医師歯科医師連盟 ・宮城支部、代表世話人
山本 蒔子氏

13:35-1■55「 『禁煙してよかった』アンケト結果報告」
古橋 信晃氏 (禁煙医師連盟 ・宮城支部、幹事)

1'55-1400 質疑

141X1142Cl「禁煙とニコチン依存」
石井 一氏 (JR仙台病院 ・神経科医長)

14:211-14:25質疑

1425-1,10「断煙成功者の体験談」

●稲村 純一氏  (ハ
.ル
ティス・ファーマ)

●渡部 長二郎氏 (JR東日本)
●日下 重美氏  (日 本食堂)

1,1)1,311総合討論

総合司会 :山本 蒔子氏

貝原益軒像
「養生劃|」巻第四:畑草は性毒あり

会場:仙台シルバーセンター

- 2 7 -



19984巨 第 4回 世界禁煙デー0宮城フォーラム

禁煙の方法を教えます '98

■日 時:1998年 5月 30日 O PMl:30～ 3:311

口場 所:シルバーセンター 交流ホール (駅前アエル北側)

■主 催 日本禁煙推進医師菌科医師連盟 宮城支部
■協  賛   彙 日本来客鉄■凛式 会社 ,t台支社

鬱
聰 蔦 庶 腱鰤 上 輔 LA― ¨ 紆

「養生訓」巻第四:畑草は性毒あり

会場 :仙台シルバーセンター

プログラム

主題 :「禁煙の方法教えます !」 '98

13:30-13:35 開会挨拶
日本禁煙推進医師歯科医師連盟 。宮城支部、代表世話人
山本 蒔子氏

13:35-13:55「『禁煙してよかった』アンケート結果報告」
古橋 信晃氏 (禁煙医師連盟 ・宮城支部、幹事)

13:551̈400 質疑

1400-1420「禁煙とコチン依存」
石井 一氏 (JR仙台病院 ・神経科医長)

1420-1425質 疑

1425-15:10「断煙成功者の体験談」

●稲村 純一氏  (ノナヽ
)ル
ティス・ファーマ)

●渡部 長二郎氏 (JR東日本)
●日下 重美氏  (日 本食堂)

15:10-15:30総合討論

総合司会 :山本 蒔子氏

禁煙の方法を教えます '"

貝原益軒像

- 2 7 -



禁煙してよかった アンケート結果報告

日本禁煙推進医Fll歯科医師連盟。|:城支部

lu‐務IЦ当幹事  占橋 イ11晃
これから禁煙しヒうとしている人々を激励し、断煙のためのヒントが得られる事を日1勺として、凶F煙に成功し

た人々にイ子つたアンケートT■果をまとめましたので報告しま,.

対象は,1析灯に成功した118名の男性と15名の女性でした。平均年齢は431才 (20才-85才 )でした。

『今までに何回禁煙を試みられましたか ?』 可′均:2 31l o回 :37名  最1葛;3011

はじめての禁煙決,までjut功した方()かなり多いというl・果でした。

『禁煙を決意した動機』

1位 本人が病気になった事

2イ立 たばこの害 恐ろしさを充分に理解したため

これは禁煙教育の効果が、かなりある事を証明している()のと思われました

際 煙中に喫煙したくなつた時はどんなHIでしたか ?』

1位 アルコールが入った時(禁煙中のア会は最も誘惑の多い機会と思われました)

2イ立 いらいらした時 食後 コーヒーなどカフェィン含有飲米キを飲んだII

周りの人からタバコをすり
~め

られた時

『禁煙中に吸いたくてたまらなくなった場介に、どの様にして切り抜けましたか ?』

1位 ガムをかんだ

2位  じっと我慢した

3`佐 水やお茶を飲んだ 深呼吸をした 体操や運動をした

『断煙に成功した理由について』

l位 周囲に禁煙する事を宣言した

2イ立 家族に励まされ、誉められた

3小

'喫
煙用17,を廃棄した

断 煙して良かった事について、いくつでもOを おつけ 卜きい』

身体の.ll子が良くなつた 食べ物の味が良くなり食欲が日|てきた 咳ゃたんが止まった

『断lT成功者のアドバイス』

1位 禁煙するという目標を持って意志を強くする

2位 一気に止めた方が Lめられる タバコの害をよく認識する 自分のfRII康は自分で守ることを自

党する 目的意識を1 っゝて実行する タバコの事を忘れる 徹底的に我侵する り司りの人々に左

右されない 手持ち無沙汰にならないように常に手を動かす趣味を持つ J:め てスッキリする感動

を味わって欲しい

禁煙 開始後の 1週 間が一番つらいのです。それを乗り切れば、

まったく新しい世界が開けてきます。

自分に合つた禁煙プログラムで、今すぐに禁煙しましょう。

_ つ父 _



ニコチン依存と禁煙

JR仙 台病院 神経科

医長  石井 ―

たばこ|すo、スめ ンヽめ,力なし、初め力ちこう言つてしまっては均もイもないが、い )らに、い″イよ夕′ヽコ中に含議しる

ニコチンのせい0跳 _

ニコチンは膨 ノ111経凝 ある。たばこ数本で)0、 人を11つ闊鞠章で弁蜘■こ足りる量のニコチンが舗 れゝている。そ

れが喫煙ヨう|ルヽ 手出こよつてアうヽ )以 卜に満められ、1黙 力ヽこよって夕t奮、鎮¥hLいう本H反→る就保を自イ■こ雀にこ

とができ乙 1側巴れまそのパターンをはとんど無馳 内に仙 ヽ

`〉

ナCけセ 1にせるのであう し力ヽ ニコチンにはり気ヽ

依イ″ヽ , 桃ヽ _1應 のゝ

`iЧ

,1押Ч17」lこは「mllコ、「粽 軋々 旬、「ザ訴村衣仙 ″〉■Dの特|■力ち動 こヽ分燿さオしるが、ニ

コチИ衣御ま″レコール依存や 麻薬場』
'済

レヽの依イ″)ように日し,た1計1●メンゴ判 t― 「,端日にψ,ってもi蠅日は

な。‐、精 晰灯″)み01,るということで、1齢1特経お旧 蛭 成もまり注目されていなわつたきらいがある,今 、アメリカ合

釉 などを サ己ヽこ依イ″1とは「その物質をサ|ルることをやめるか、議ぅす必要υれ て0るにも力
",,ら

ず、ド喘IFることが

ヽ ないJlメ寵七広くとけ るように考えが変たってきており、ニコチИ衣存こつぃてく,・Itこ 研啓 オしる1うになつ/_

たばこが新)↓物 らヽヨーロ″ こヽもたらされたのは 16 Ll己りめ―可嶼 日本こは 171■糸♂めとさオし6イ2,後  ∠青り主

υttК間に女・rl■lこまで蔓姐フtという報," あ`るので、合烈上剛位のア1年以 R,前からたIゴこの楽しみを文7通リカ掃虹

てしたことになみ t,っとも、当ll′Jシンにもてはやさオ薩のは環上して■●t,った 本‖推洋を建てた, 箱ヽ虫うイ嚇コノ食どはィ■者

イψ口)妙ヤ だとくネいヽ こせる。やがo争 1甲として判財口を 、きせ夕など●メ卿りtこ′れ たり、世界こ費上 る(?)た

ばこの四 肪 4ヾ■lt/りと、我が1下解 )゙「た|ゴこ_l口が瞥 めにいた金 ノc)用己に,R しヽ、沐34■励ルう罰 t

湘不RI禁令日1して,あ力もまり効き日
`ヤ

|わった こうした |で則熙締PまFE u、 「性毒胸 (中Ю 習えば癬″詢、

む封fraaま 止めカツこ吻と舗 こ識 ており、「夕よりふくまざるに助 詞け」と唱耐しoゑ 18Ю旬には梅 中ヽ|■「

アヘン戦勧 起ヾ
"Ч

綱ヤ)清柳■滅ビ¶表ざタイめる.元囀蜘]さオl~いたアベンを「「知蜘す秋 うになったのは中国でた

ばこの,LJ枷ち始も た、と,う.lいちる。かつて「́くス}Jという′蜘 i/1コヽーロッノ`σ ll■ltを変えたように、依イ″市
"ヽ

アジア

の歴史を変え出したのである。日湘こはアヘンはれ な力つたが、l llこ「むさliつて‖め力ヽたくJなっていたた|ゼこに税金

を力ヽ すること
`こ
なつ/_明 胎締力護、瓶隆 タノヾコカヽJ^山 指 しるようになりた,iこはさらに手[yN浄 砧λと

`亀
卜型lt,5(

には11本最イ″ンヨIこ自型脇 J勧 喘記きォし,Lこうなるともう「1隊↓殿でメイ本続 していイようなものたから、た
`ギ
この

有:|ドはこついて多くのデータが蓄千心れl がん ,肯頻勇卿励瑠隣 々―。そもそt,コーロッパヘのたばこ移入当タカヽら熱

ス除

“

「ヽ

―

ンつがんJJで死亡していたりしたの■■|る、それ
"ミ

'つ黎 、ヽ″)こととして実雌 ォるよう(クなつた

そオ■でtぬお、この期に及んでやめ
'オ

ンいぃの( 亀ヽ`]● すべ1まリニコチン曲 、■■ 、ヽイ可≧わも、けれ|ず、と0うこと

になった,¨ 脱落しCイK様をアルコー′り静ュ

"超

謂令油■2鵬 ると 実こよくイ助ヨ趾 とる.曲 つ大多数

は3カ月以内にと るの

“

そこで、とりあえず他の解 しり湘れ,10と ,1月るところが
')始

めてイる 文橡をXヽ こ

置かない(″よりふくまざるに1功‐F)こと、イヽキ物 )摂取(ニコチン含有ガ′、ノ`ッチなめ 、局1嫌ストレス角,睦 見つけ

ることなとヽ まずはヵ

“

蘇
"妬

ことの詰ル らヽ治瘤ま始ま乙 (1渡日かの禁凹こあたって、「たはことはやめにくいものだな

ァJと,思ったあなたII堀こ依御市なの‐ )り、どうしても自力でゃめらに、いなら、さあ、病雛 イl‐Dてみよう1ということな

のであう
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断煙成功者の体験談

〇稲村 純 氏 (ノバルティス ファーマー)

禁煙中に1ズ畑ンたくなった日謝こは、灰順 山盛りになっブ冒ヨJこの吸剋を思 γヽ罰 べヽた あれなキ

“

ヽ

ものは日にするもの力乏思つてがんばオτた

○渡部 長 二郎氏 (東日本旅客鉄道仙台支社)

JR仙 ″却噺酔 吉F・t禁煙指導と懃すたときに、呼気呵の 彬訛嚇諫譲吸を洪嵯Lも らつた た

はヒを喫 フない夫ま0カち5pplllKらいな羽こ、自分ま鋤抑 と|れЧ直でびつくりした 夕蛾 るとZず 1宣

が下がつて、正常画こなるといわれ、2週 鵠日こ測憲メもらい、その値を正常戦 ていこうと思つて禁

煙夢やり遊ずら力馘■

○ ロ ド 重美氏 (日本食堂)

胃力ん の丁鰈 すること|ぬ つてしまった。それまではビースク吸つていた 手術のため入院する前

薇 こイ鋤 前で亡くなった父例こ「始 なこ滋式)め勧 ち無割こ4展させて下さいJと祈つた 珈 無ヾ

ヨ こ終わって、下人で自泰 中にふつとたばこを吸いたくなったもそのとき父菊之の誓いを思 出ヽし、

切り桝することが出来ま、

協賛

大塚 昌明氏(武蔵サイエンス)東 日本旅客鉄道∽ 仙台粛 Lフ ″レマシア・アップラ右ン(閃

プラス(株)武 田薬:マ:¬:業(株)サ ンエス(株)エ ーシン(株)(株 )ニチエー (株)菅野商会

庄文堂 (株)東和商会 (株)ジェイアール東 日本商事・仙台総括支店

ノバルティス ファーマ(株)(株 )イトーキ

賛助  東北医薬品協議会

旭 化 成 工 業   (株 〉

エ ー ザ イ 0わ

エ ス エ ス 製 薬   〈株 )

大 塚 製 薬  (株 )

小 野 薬 品 工 業  (キ 朱 )

千キ●■争県ヨに くな朱)

フリネ ボ ウ ●r‐ ‐ 業    〈IIA)

」■ ン tイ 薬 品 工 業  く株 )

=野
"卜

●興 」に  くオ彙 〉

舅晏和 寿斤

“

ぼ く林 〉

僣%矛 口百発面■コEJ彙  (オ 朱)

三三チt (ホ 朱 )

‐ 天 製 薬  く林 〉

塩 野 薇 製 薬  く林 〉

スミスクライン ヒ
‐
―チャムヨ盟コ【 〈ホ朱 〉

(Lメ て,燿 ヨE (オ 朱 〉

ゼ 'ノ ア 新 薬 工 業    (桂 〉

第 一 製 薬   (オ未 )

大 日 本 製 薬    (株 )

プに‐ ●4コに くオ集 〉

大 ヨ●薬 品 ‐ 業   (株 〉

rに 日日コ暉占苦]二 引[ Gネ )

曰ヨ辺里●選ヨぼ くオ朱)

中 夕■製 楽    (■朱)

くを条 ) ン ム ラ

テ リレモ   (オ朱 〉

東 京 田 "製 薬   (株 〉

鳥 后 薬 品    (株 )

コぼ口」イヒ弓■コE鶴 隆 (オ 彙 〉

日 ●矛イヒ聖浄 〈林 〉

日 本 イヒヨ[ 〈オ朱)

日 本 グ ラ ク ソ (オ朱〉

日 本 ケ ミ フ ァ (株 )

日 ント シ ェ ー リ ン グ  (オ 朱 〉

日 本 新 薬  (株 )

―
キ ス  ト   マ

'リ
オ ン  ノレ t,レ  (■ 朱 )

日 ヨドヘ
‐
―リンカ

‐
―インケ

‐
,レ イヽム  (4朱 )

日 本 商 事  (株 )

ノ ′｀′し テ ィ ス    フ ァ ーー マ   (オ 朱 )

′ヽイ =二 ′レコF ttL (株 )

萬 有 製 薬   (林 )

フ ァ イ ザ ー 製 薬  (株 )

礫●

"Rコ

質ξ吉コEJ鮨  (キ 朱 )

おヽ

`凄

コF舌 舌‐ 】た く・I朱)

三 井 製 薬 ‐ 業    (祥 )

明 治 製 薬    (株 〉

寺́ EE● 燿コ

“

 (オ朱)

山 之 内 製 薬   〈株 )

ヤ ン セ ン 協 矛口 くを茉 〉
~富 製 薬  (株 )
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禁煙指導実施医療機関一覧
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19991「

第 8回 日本禁煙推進医師歯科医師連盟・総会

日時:1999年 2月 21日

会場:東日本旅客鉄道(株)仙台支社

プログラム

基調講演

「21世 紀のたばこ対策検討委員会」座長をつとめて

報告

「APACTア ジア太平洋たばこ対策会議報告」

「支部の活動について」

一般演題、各地の活動報告

シンポジウム「職場の喫煙対策」

・わが国におけるたばこ対策の動向と今後の戦略

―職場における喫煙対策の重要性―   大島

島尾 忠男 (結核予防会理事長)

箕輪 真澄 (国立公衆衛生院)

山本 蒔子 (宮城支部代表世話人)

明 大阪府立成人病センター調査部長

牧茂 元国立公衆衛生院生理衛生部長

建久 元国立公衆衛生院建築衛生部長

蒔子 」R仙 台病院保健管理部長

・受動喫煙の生体影響

・分煙の建築衛生

・職場の喫煙対策の実際

浅野

入江

山本

五島 雄一郎会長のご挨拶

- 3 2 -

宮城県禁煙実施医療機関の表彰



第 8回 日本禁煙推進医師歯科医師連盟総会を仙台にて開催

日本禁煙llT進え師歯科医師連離・宮城文部

代表世話人  山本 Jl r

禁煙医Ll連盟・宮城支部は、平成6年の設サ以来、平成 7年から毎年“世界禁煙デー・官lllフオ

ーラノ、ⅢをFil催し、地域における活動が認められ、会Iiも増力‖した。そこで、従来東京と大阪のみ

で開ll:されてきた禁彙「医師連盟総会を地方で1)開く事を提案し、支部糸|1成5年 目の平成 ll年 に、

地方で初めての総会を開催した。

宮城支部の顧間であ利 Rl台 病院長大内博先生にご本H談し、代表 世話人の1本 蒔 子や幹事

の占橋信晃、人高要子、山 ll F各 先生力所 属してい利 R東 日本仙台支社にお願いし、会場を

用意することにした。

平成 6年 に、山本イШ Rl台 病院の保llF管理部が中心になつて、JR仙 台支社ビルの分煙を開

始出来たことや、1司イIJR仙 台病院において禁煙外来を開設したことやフオーラムの開催なども評

価されて、JR束 日本仙台支社から仙台文社大会議室を十曜 日に無ネ|で使用する.I可をし〔いた。

準liに,可R仙 台病17L職員t,多数千伝い、2月 2111の開催にこぎつけた。

総会の報告の中で、初めて支
~・

活動報告を取りLげ 、宮城 支部は「禁押:医師連盟・官城 支部

の設 立過l■と活動報告Jを」橋信晃先生が発表した。その他には平成9年 に発足した北海道文

部の幸長告があつた。

シンポジウムは職 場の喫煙対策Jで、以 ドのような内容であつた。

1わ が国におけるたばこ対策の動向と今後の戦略

職場における喫煙対策の重要性  大阪府 Lヽ成人病センター n「l査部長  大島 明

２

　

３

　

４

元国立公衆衛生院 生理衛′L部長   浅野 牧茂

元国↓公衆衛生院 建築衛生部長   人′i建 久

JR仙台病院 保健管理部長 山本 蒔 r

本を代表する喫煙対策の専門家に混じつて、」Iく東日本仙台支社の産 業医として実施した職

場分煙や社員への禁央[指導について、山本が日/1tした。シンポジウムがl「喋 衛生に ‐l連してい

るために、宮城県 え師会に申請し産業医の単位が取得出来るよう1こして、地元の産X医 への参

加も呼びかけた。

例年総会では禁煙実施病院を表彰しているが、今回は多くの官tlk支77会員の医療機関が表彰

を受けた。JRl台 病院の人内博院長,阿 曽沼整形外科の阿曽沼要先生、緑ヶ丘病院の菅野喜

興先生、人乙女クリニックの高橋克子先生、大,7内科医院の大澤寛:i先生、宮 千代加藤内科医

院の加藤IL「1先生、仙台錦田「診療1サ子の広瀬俊雄先化、長町病院 横山成紀先生が表彰された。

従来の総会には官城支部会員はなかなか|1席できないでいたが、地元開催によつて多くの会

員が出lliし、日本におけるたばこ対策や喫奸1に関する研究に触れられた事は有意義であつた。

総会終了後はホテルメトロポリタン仙台において懇親会を開催し、全国の会員と楽しい交流の場

を持つことが出来た。なおこの1台 開催をきつかけに、次々と地方開l●の r‐望がlleこり、その後、

神戸、広島、札1幌などにおいてく)開催されることになった。

受動喫煙の生体影響

分州の建築衛生

職場の喫lT対策の実際
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第 5回 世界禁煙デー・官城フォーラム

青少年をたばこから守ろう '99

オ少年をたばこからすろう 99

シンボジウム

口i

隔 199375月 ρ9日 土 田 }∞ -40

所 仙台市格祉フラ●● ふれあいホール

厚生省、仙台市と共催 会場 仙台福祉プラザ

プログラム

主題 :「 青少 年 を タバ コか ら守 ろ う」 '99

1230    開場

1,001305 開会挨拶

日本禁煙推進医師歯科医師連盟 宮城支部 代表世話人

山本 蒔子氏

1■051355         座長 :古橋信晃氏 (禁煙医師・
13盟宮城支部、幹事)

基調講演 「青少年の健康 とタバ コ」

演者 :浅野牧茂先生 (国立公衆衛生院)

13:55‐14:00  J〔候走

1400610   総合司会 :山本蒔子氏 (禁煙医師連盟宮城支部 代表世話人)

14001420 ●報告 「タバ コを勧め られたらJ

仙台第二高等学校 .生徒保健委員会, 」ヽ田原隆介さん

1420-1'10 ●討論 「青少年 タバ コを語る」

宮城県立工業高等学校  :文 屋仁美 さん

宮城県立第一女子高等学校 :船山絵美 さん

宮城県立仙台第二高等学校 :小野美澄 さん

総合討論



青少年の喫煙をめぐる諸問題

国サ公衆衛
/1院生理衛生学部

浅野 牧茂

はじめに 一 児童生徒の喫煙状況

喫煙は成人男女にとつては社会r的に容認された嗜好に属するものとされ、いずれもその習慣を

有する者の率は‖∫成り高い数値を示しており、それを背景とした児童生徒の喫lt状況は極めて憂

慮すべきlF移を示している。例えば、平成 8イ:から9年 に力ヽ すて実施された、国サ公衆衛生院と

目立療養りi久里浜病院の共同研究によると、全国の中・出i校それぞれ 122校 および 103校 の生

徒についての平均喫煙経験者率(D.)ιt、中 1～3高 1～3の順序で、男子の場合は 299,351,

387:477,526,556,女 子の場合は 167,204,2271292,336,385と なっている。また、最近

30日 以内に 11で (製 煙をしたことのある者の率(毎日喫煙者t)含む喫煙者率)は、同じく、男 r

生徒は 75,108,1441247,310,369、 女了41徒は 38,54,55,92,133,156で ある。これ

等の生ltについて、喫煙米経験者で週に 1回以 1飲酒経験者の場合を基準にしてみた場合、習

慣的喫煙者の同上飲酒経験者率は中学生では男 11020倍 、女 r2168倍 、高校生では男子

426倍 、女子 910倍 となっており、喫煙とともに飲酒が木成年時代の早い時期に開始され、11い

に密接に関係していることがよく分かる。このような中・高校生調査結果に見る最近の未成11者の

喫煙および飲酒状況は、喫ltと飲酒の健康影響が未成年時代からの喫煙者および飲酒者にお

いて 段と顕著であるとともに、それが相加的であることを考え合わせると、広く薬物依存への配

慮が不可欠なことをllHら力ヽ こ′」てしている。

青少年におけるたばこ依存形成

最初のllp煙は不快な経験を1,たらすことが多く、悪心、めまい、ふらつき、せきなどを経験する

が、それ等はZ、ずしも喫煙を抑制するとは限らず、数服の喫煙に始まつた試験的喫煙者の 1/3

から 1/2が 常習喫煙者になるとされ、それには約 2年 間を要すると言われる(A D Mcヽ 配,

1991)。たばこは、1992年に公表されたW110の 国際分類でアルコールやアヘン系業物、大麻系

薬物などとともに、10種 類の『依存を含む精神的、行動的異常を形成する物質』の中に人れられ

ている。たばこ使用の中断後 1～2日 のうちに生ずる様々な離脱 (退薬)症状には、たばこ渇学感 ・

集中困難・焦燥感・短気・怒り易さ/怒 り・意気消沈・7/ち若きのなさ・‖i眠 障害などがあり、これ等

に医学的治療のZ、要はないものの、数週間も持続するものもあり、ある者にとつては耐え難く、喫

煙再開の原 llとなる。米国占少年1喫煙者の大規模な調査成績 (CDC,1994)に よると、ニコチン離

脱lT状のうち顕著な 3項 目は、集中困難、焦燥感、喫lT渇望感の順序で高率に認められ 1日 当

たり喫1嘔量の多い者はど1島率で、喫煙を続けている理由として「禁lTは本当に難しいJとする者の

率が喫lT量の順に 374%～ 801%に 及んでおり、各ニコチン離脱症状所有者の率は総喫煙本

数が多い者ほど、そして 111当 たり喫煙回数の多い者はど高値となっている。最近のわが国の調

査結果(三徳和子他 1997)では、18歳 の生徒が大部分を占める専門学校男 r生徒の常習喫煙

者の70%が 中等度以 11の依存度を示し、高度依存者は 164γ)を占めており、喫煙開始時が小学

- 3 5 -



生、中学生、高校生の順に依存度が明らかに1 いヽことが認められている。

青少年喫煙者における禁煙の困難さ

ニュージーランドでの調査結果 (W R Stanton,1995)によると、18歳 の青年男女の毎 日喫煙

者率は 314%(男 275%)、女 35“%)で ある。米国精神 ■'I会のたばこ依イr llLの診断基準

(DSM―Ⅲ―R)によってニコチン依存症と1判定された者の率は 193%で あって、過去 1年 占Jの毎

喫力I者に限つてみると、そのニコチン依存者率は 564%に 14し、277%の 者が禁煙を試みたがほ

とんどが失敗に終り、彼等の禁煙を望む理由には順次 (市複回答)に、|1費(52%)、健康 (51%)、

体調 (27%)な どが挙げ′,れていた。また、米国における 12～17歳 の少年院収容者を対象とした

調査結果(Dヽ DOzds ctal,1995)によると、77人 のうち 57人 (74%)が 常習喫煙者であり、10

点Pr価の修 |ビドlQで 6点 以上の高度依存者は 423%に 及び、喫岬者で以前に禁煙を試みた

者は72%〈,おり、健康を理 1とする者が33%で 最t,高率であったが、禁煙した者の36γ〉は 3日 以

1鮒[持することができなかった.同 じく米国で 12～18歳 の男女高校生を対象とした追跡調査 (J

D Sargont ot al,1998)の 結果によると、基礎調査時点の 3年 後における禁煙成功者率は

286(/)、不成功者率は 272%で あり、禁煙成功者率は 10本 以 L/日 の毎 「喫煙者tT(A),19

本/日 の毎 FI喫煙者憮 8)および時々喫lF者群 (C)の順に高くなっており、ニコチン依存度の最

も高度と考えられるA群 に比べて、低度であるC群 は約 7倍 t,禁煙しやすい条件にあると判l断き

れている。高度喫力「、A祥 の禁煙成功率 68%は ニコチン依存症である成人喫煙者の場合と

致することが指摘されており、占少年における短期 間内のエコチン依rt形成の重要性を改めて注

日する必要がある。

青少年の喫煙と他の薬物乱用との関係

たばことアルコール飲料の未成イ:者の使用はそれぞれ未成年者喫煙禁 卜法 (明治 33年 、

1890)および米成年者飲酒禁止法(大JE ll年 、1922)により法的に禁じられているが、喫煙が飲

酒と、そして他の不法薬物の舌L用と結びつく恐れのあることは古くから指lrされていた。すでに、

1975年には、D Kanddは 1971～72年 に力
'ナ

てニューヨークの中高校生(14～18歳)約 5500人

について調査した糸li果、業物使用のない者が5～6ケ月ののうちにマリファナ舌L用者になった率は

2%に 過ぎなかったのに対し、常習喫力I者および喫l.●と飲酒両方の常習者の場合では、それぞれ

16γ,および 27γ)に1,達していることを報告している。また、最近では同じく1992年における米Jの

12～21歳 の青少年 1万人余りの調査結果 O G Escobodo et J,1997)から、人Tr差による偏りは

あるにして1)、現在喫力「者ではマリファナ、コカイン、その他の不法葉物使用や舌L酒に走る危険が

高くなっていることが指摘されている。例えば、男 r喫煙者では舌L酒およびマリファナ乱llの危険

は71L喫煙者の 21～ 34倍 および 23～ 64倍 1)高く、女 「で1)同じく25～ 35倍 および 25～ 64

倍も葛くなつている。このような薬物乱用と喫力Iの関係はわが 可でt)少年鑑別所入所者 (14～19

歳)で、有機溶剤舌L用者について調べられており、常習喫煙者率は男 r85%、 女子 80%で あり、

時々喫煙者率はそれぞれ 14%,および 20%で はとんど全員が喫煙していたのである(今津滑他、

1989)。
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おわりに 一 青少年の喫煙と社会

われわれが現在山:面しているlTl境を越えた頻繁な人惜Jの交流と、膨大な情報の伝達は、わが

国の背少年におけるシガレット以外のたばこや、その他の業物舌L用の蔓延に影響を及ぼすことは

十分予想される。喫煙が他の依存性業物舌L用人間の役割を果たす危険は小さくないのである。

青少年期における喫煙力ヽ成人期の場合に比較して一段と健康影響の大きいことは占くからよく知

られており、その予防には何よりも青少年の喫煙を開始させないようにすること、そして喫煙者には

可能な限り早く喫煙をやめさせることであるが、それはまた青少年が逸1■行動や 自己破壊行為に

走つたり、さらには反卒:会的事件に巻き込まれるのを防止するのに1)役立つと考えられる。

多くの経験と研究結果を上台にして 1994年 に出された、米国公衆衛総監報告書“PrOvcn●ng

Tobacco use Among Young Pcoメc"(1994)の最終章『青少年のたばこ使用防 lLへの努力』のl■

論では、「包括的な健康教育と、「ti親・マスメディア 地域組織その他の青少年の社会環境関連組

織と連携した、地域ぐるみの計画が実行されることにより、学校喫煙防止計 nlは 層効果をあげる

ものと考えられるJと張・・lして
いる。15年 惜lに及ぶ追Fl'調査の絆i果、地llt社会およびマスメディア

と連携した学校喫煙防 11計画を長期‖iにわたり継続して、青少年喫煙の著減をみたノルウェーか

らの、極く最近のり;究報告占(E VardalrcnctJ,1998)はその指摘の上しさを裏付けていると言

えよう。

○報告「たばこを勧められたら」

仙台第二高等学校・生徒保健委員会

1998年 の 7月 に仙台市内の高校生 697名 にタバコについての意識調査をしました。

その結果を報告します。

1 喫煙者に対するイメージ:

90%近 くの人が「悪0潮

その他のイメージは「身体や息が臭いJ「煙が臭いJ特 に女 1の 回答が圧倒的

2「 たばこで17t康を害した知合いがいますか ?J :

20%が 「いるJ  かかつた病気は 痛 心肺機能低 ド llF虐

3「 たばこに対して一般的に考えてる悪い事」 :

健康に対する害 他人に迷惑 お金がかかる その他

4「 友人や親しい人にたばこを勧められたら?J:

「断わるJが 86% 男子生徒で 1年 生よりは 3年 41の方が「吸うJと同答

5「 たばこを勧められたらこうゆう風に断わろう」 :

体力が落ちる 健康に悪い 吸いたいと思わない 臭いから嫌 男(教的理由 興味ない

烏龍茶の方がいい

[結論]た ばこは吸いたくないけれら ,勧 めた相手も傷つけたくはありません。

しかし,そんな時でもきちんと断わることは大切だと思います。

断わる人の方が圧倒的に多いのだから,自 信をもつてたばこをことわりましょう!
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○討論 『青少年・たばこを語る』

宮城県立工業高等高校  文屋仁美

保健委員として学校の文化祭で発表するため喫煙について調査したし

たばこを吸つたことがある、たばこを吸つていると答えた生徒は、男子 30%女 子10%で あつた。7

割の生徒が中学生から吸つていた。環境からも影響を受けていて、吸つている男子の友人は7

4%、 父親は 60%が 喫煙者であり、身近な人から影響を受けていた。友人がみんな吸つているか

ら、吸わないと仲間はずれになる気持が強いようである。吸う人は中学生時代には決まつているか

ら、高校からの教育は遅すぎる。小学校からきちんとたばこの害を教育すべきである。

宮城県立第一女子高等学校  船山絵美

最近若い女性の喫煙を見かける。かつこいいからと思つているようで、マスメデイアの影響も大き

いと思う。女性の歩きたばこは、みつともない。先生の喫煙も問題である。職員室で副流煙を吸わ

されてしまう。毒物、劇薬取締法によると毒性は青酸に匹敵する。妊娠中の喫煙は胎児への影響

も大きい。妊娠したら止めるという人もいるが止められないと思う。私は自分のため他人のためたば

こは吸わない、禁煙の働きかけをしていきたい。

宮城県立仙台第二高等学校  清本裕介

この会場に参加している人達は吸わない人がほとんどと思うので、そのような人達に訴えても現

状は変わらない。喫煙者に聞いてもらいたいと思う。

吸つている若い女性になぜ吸うか、どうして止めないかをを聞いてあげるのがいいと思って試み

た。きっかけは吸つている友人からのすすめで、たばこを吸つている友人が、かつこよく大人つぱく

見えて、自分も吸つてみようと思つた。いらいらするとつい手が出てしまう。妊娠したどうするかと聞

いたら、妊娠中は止めようと思うが、ストレスがたまるなら、1日 3本 くらいなら吸つてもいいと思う。

自分より多く吸つている人が正常な子供を産んでいるから大丈夫。たばこはドラッグと違って自分

を滅ぼすものではない。病気になる確率も低い。このように吸つている人は大きなマイナスを見失

っていて、良さそうな点のみを見ている。

周りの人への影響はぜんぜん感じていないし、たばこの煙がいやだということが理解できていな

い。環境は大事で、職場が禁煙なので、止めた人や恋人に言われて止めた人もいると聞いてい

る。

たばこは手を出さなければ良い。そのためには小、中学校からの教育が大切。すすめられたら、

どう断るかも知る必要がある。喫煙できない環境を作るのが大切。禁煙の場を作るような小さいこと

からの積み重ねが大切と思う。

宮城県立仙台第二高等学校  小野清美

店頭では買いにくいから、青少年を守るならば、自動販売機は撤廃すべきと思う。

たばこを麻薬と同じに取り締まると、法律の網をくぐつて闇の市場が必ず出来る。教育を時間をか

けてするのが、大切と思う。

国立公衆衛生院 浅野牧茂

高校生の理解に感心した。日本は自由経済の社会であるので、たばこの販売を止めるのは難し

い。しかし、業界が自主規制をすることは可能ではないだろうか。今 日学んだたばこの恐ろしさを

学校に行つて仲間に広めてほしい。喫煙、薬物乱用防止の手引が全国の小、中学校に無料で配

布されているが有効に活用されていない。学校や教育委員会に働きかける必要がある。また、学

校だけではだめで、父兄や地域への働きかけも必要である。
一度手にしたら止められないことを、小学生から根気よく教育することである。高速道路に飛び

出す人はいない。これと同じで、たばこを吸えば危険であることの啓発が一番大切です。
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第 5回 宮城フォーラム「青少年をたばこから守ろう '99」

受付から展示まで

宮城工業高校生によるポスター展示

○仙台駅のポスター展示

1999年 より毎年、5月 末～6月 初め

の禁煙週間中に仙台駅の新幹線

コンコースにおいて、禁煙ポスター

の展示と禁煙パンフレットの配布を

開始した。

浅野牧茂氏の基調講演 仙台三高・保健委員会の調査発表

会場風景

‐
‐　黎軋燿辮灘非・
　
・・・Ｉ

パンフレット展示、西己布 展示の準備
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20004ト 第 6回 世界禁煙デー・宮城フォーラム

禁煙の方法を広めよう 2000

製 の方活を広めよう2θθθ

■日 時 ,2000年 5月 27日 (■)川 10:30～ P04:∞

■場 所 :仙 台市福祉プラザ ふれあいホール

■主 催 仙台 市 日本禁煙推進 ヽ師歯科 | 師ヽ連盟 官●I文 部

仙台市と共催 会場 :仙台福祉プラザ 総合討論 「学校医と禁煙教育」

プ ロ グ ラ ム

テ ー マ  ～ 禁 煙 の 方 法 を広 め よ う 2000～

第 1部  午前 10時 30分 ～ 12時

場

会

拶

開

開

挨

０
　
０
　
０

０

３

３

０
　
０
　
０

10 : 40   基≡言周謂費寅 I

12 : 00   第 1部 終
~了

第 2部  午 後 1時 ～ 3時

13:05  基調講演 Π

13:30  体験 発表

14:00

仙 台 市健康福祉 局保健衛 生部 長   佐  藤  勝  博

「なぜ , ど うして を考 え る禁煙 指 導 J

～実験指導 を通 して～

小林  賢二 氏 (青少年喫煙 ・健 康 問題研 究会代 表)

総合進行  広瀬  俊雄  氏 (錦町診療所 )

日本禁煙 推進 医師歯科 医師連 盟 。宮城 支部

代表世話 人   山本  蒔子

「タバ コを吸 うと  ど うしてがん にな るの ?J

座  長  中井  祐 之  氏 (仙台厚 生病院 内科 )

佐藤  研  氏 (JR仙 台病院保健 管理部 )

「タバ コの魔 の手か ら逃れ て」

り|1村 秋 夫  氏 (り|1村歯科 ク リニ ック)

三村  静夫  氏 (仙台市太 白区)

「学校 医 と禁煙 教育」

総 合司会  奥 田 ′陣二  氏 (仙南 中央病院院長 )

大滝  正通  氏 (大野 内科 医院 )

高橋  克子  氏 (八乙女 ク リニ ック)

山本  蒔 子 氏 (J R411台病 1院保健 管理 部 )

△〓　黎″

開

挨

０

０

０

０

３
　
３

0015 終 了
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基調講演 I

なぜ、どうしてを考える禁煙指導
・・・実験指導を通して¨・

SKM(青 少年喫煙・健康問題)研究会代表

九 文部省。日本学校保健会

「喫煙 ・飲酒・薬物乱用防止に関する指導の手引」

「喫煙・飲酒・薬物乱用防止指導の資料J作 成委員

小林 賢二

1喫 煙や薬物乱用の現状

・青少年の喫煙・覚せい剤乱用は深刻な問題になつている

・一般に言う「普通の子供」までが手を出してきたことの問題性

2学 校での指導
・薬物乱用防止教育の位置づけ

・喫煙防止指導で何を教えるか

。実験指導を取り入れて

シンナーやガスパンをしている未成年者のほとんどが喫煙をしている

喫煙防止指導は健康教育の多くの要素を含んでいる

実験 1ニ コチンの作用 (みみずの実験をする)

実験 2主 流煙と副流煙の違いは(朝顔の実験をする)

実験 3ビ タミンCの 実験

実験 4肺 に入るたばこの煙 (OHPで 投影する)は か

3現 実を見つめての指導

・たばこは友達・仲間から

・ゲートインドラッグとしてのたばこ

・そこからどうやつて逃げるかという技術・スキルが必要となる

。たばこは現実をみつめた指導が大切である

体験展示コーナー (10:00～ 16:00)

体 験 コ ー ナ ー

資 料 展 示

呼気中CO濃 度測定,ニ コチン依存度測定

パネル,写 真,ポ スター,紙 芝居,本   等
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基調講演Ⅱ

たばこを吸うと どうしてがんになるの?
JR仙 台病院保健管理部 劇∫長  佐藤 研

たばこ消費量の増力1に伴い、肺がんは今やがん死亡原因の第一位を占めるにやりました。喫煙はほかに

も口や咽喉 (のど)、食道、1傍脱など多くの場りiでがんを引き起こします。しかし、「たばこを吸うとがんになり

やすいJとはよく言われる(,のの、その理11について耳にする機会はあまりないのではないでしょうか。

がんは、「遺伝 r(糸剛包の性質を伝える暗 号)が変化し、それが積み重なつて細胞が悪性化したt,のJで

う。細1包が増える時には親の遺伝子がコピーされ、新たにできる子の漁1胞に手渡されます。こうして情報は

次の世代のlll胞へ にしく伝えられるのがら、つうです。ところがたばこを吸うと、煙に含まれる発がん物質な

どが遺伝 rに作用して、正しいコピーの邪魔をするのです。

発がんの鍵を握る遺伝 rは大きく二つに分けられます (F図 参|‐)。■ず「がん遺伝子Jは自動車のアク

セルに例えられます。というのは、この遺伝子に異常があると判1胞の悪性化がスピードアップするからです。

一方「がん抑制遺伝 了」は自動車のブレーキです。これが壊れていても魚1胞の異常増殖は止まりません。

さらにこれらの遺伝

`異

常を元に戻す役 日をする「修復遺伝子Jがlfllかなくてもがん化は進みます。これは

ちょうど故障車を修繕する修理屋がいない1犬況に当たります。

では、発がん物質はどのようにしてこれらの重要な遺伝子に変化を引き起こすのでしょうか。たばこの煙が

体に入ると、ふつう発がん物質は細胞内で代謝・解毒化され 尿などに溶かされて最終的に体外ヘツト泄さ

れまう。しかし、その途中でより強い発がんH:を持つタイフに変わり、遺伝了構造にしつかり割り込みます。

発がん物質が結合した遺伝了は、コピーの誤りを犯しやすいことが最近分かつてきました。

このようにして起こつた遺伝情報の誤り(突然変異)はその後の細胞分裂を通して次々と次LI代に伝わっ

ては蓄積されていきます。その結果やがて何世代日かの細胞ががんになりうるのです。

”♂

蝕
ユ＃
轍アクセルの吹かし過ぎ
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体験発表

たばこの魔の手から逃れて 川村出科クリニック 院長 り|1本」 秋夫

大学に入り友人から何の気なしに教わったのが喫煙であった。成人になりたい、成人になったと

いう証が喫煙だったような気が, る`。次第にどこに行くにもポケットにたばことライターを持つように

なり、訪間先で{)、職場で1)灰Ⅲlを探しておかないと落ち着かなくなつていた。

たIドこを吸わないと、40～50分 もするとイライラしてくる。たばこに振り国され、自動販売機通いを

し、女歩でも「動販売機を探 し、夜中は車でタバコを販売しているコンビニに||かけるようになっ

ていた。次第に朝の咳が強くなり、少し動くと動悸や息切れが強く、自血球が 15,000と増力日した。

ときに、禁煙の本を買つてきても、読んでる途 中からたばこが吸いたくなり、本 自体を見たく()なく

なり投げておくようになっていた。家族からtl'Iを
勧められて1)、禁煙なんかできない、だからした

くない、する必要がないと正当化を謀ろうとしてきた。自己嫌悪の中で、ほぼ 30 1lH」“たばこのIRL

縛"の中で 生逃れられないか1)しれないと思っていた。ニコチン代替療法を用い、イ]∫とか「卒煙J

できて一年 しケ月であるが、今でも夢の中でたばこを吸つている自分を見つけはつとし、禁煙でき

たのが夢かとさえ思うことt,ある。今後、禁1中のサポーターとしてお 手伝いしたい。

私の禁煙体験 元警察官 静夫

私はHイ{和22年 町1からたばこを吸い始め、警察官という激務t,手伝つて本数は Hに 30～40本 に

まで増えた。その後、冒潰瘍や十 瑞 腸潰瘍を思つたにもかかわらず禁煙できなかった。昭和 58

年に初孫が私のたばこの煙で1呼吸困難になつたことがlAJ機で禁煙した。平成 5年 には心臓バイバ

ス術、10年には肺癌り
'除

術と こ度の大 手術()経験した。私は今年72歳になるが、禁lTをしていた

からこそ大病t 克ゝ服できたのだと信じている。

体験談発表の三村静夫氏とり村秋夫氏
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「学校医と禁煙教育」

医師として考える禁煙教育の必要性 大野内科医1完 院長  人滝 正lL

成人のたばこ側連疾患を診療していると、いかにたばこが体に悪いか本人が分かってt)やめるこ

とができない場合が多いことに気がつく。

l‐FTのlrtめで禁煙してもずつと禁煙できるひとは 20%くらいしかいない。

喫煙ですぐ病気になるわけではなく、20年 1,30年もしてから色々な疾患を発病するので若いひ

とはたばこで病気になるという実感がないと思う。やめられないのは、本人の意思のほかに、ニコ

チン依存症になっていて、ニコチンの血中濃度が低下すると脳の方でニコチンを要求するためで

ある。これを本人は、たばこは趣味の問題と思つている。喫煙を開始しないように、ニコチン依存症

にならないように、こどものうちに情報をIIえ、教育していくことが大切だと思われる。

たばこを始めるきつかけは大人のまねや友達からの誘い力ヽ すなどによるとされており、各種薬物

使用の入り口でもあり、将来の健康な生活のためにt)早くから教育しておきたい。こども辻は教師

を見ているので校内は禁煙にしなくてはならない。

学校医の役割 八乙女クリニック H‖・L長  虐i橋 克了

昔の学校 えは、今まで医師の診察を受けたことのない児童の病気を発見するという役■1が大き

かったが、現在ではほとんどの児童はすでに掛かり付けえがある。

したがって学校医の果たすべき役害1は学校検診よりt,lll康教育に重点をおくべきであると思わ

れる。特にI笑煙がなぜ悪いのかを科学的に教えるうiは学校医の使命といつて )ヽ過言ではない。そ

のためには特に養護教諭との協力、連携は非常に大りJな事である.

このような認識がまだ 1分に浸透していないので、学校医´ヽのlllきかけ、学校および教育委員

会への働き力ヽ すが今後もつと{)つと必要である。

学校医による校内禁煙の推進 JIく仙台ll砒保健管理部 自
`長

  本蒔 F

第 3回 のフォーラム“学校を無煙環境に"において発表したが、宮城県内の学校では、小学校

における喫煙防止教イドの実施率が低く30%程 度であった。教育を担 当しているのは、担(■や養

護教諭であった。教育を実施する学校をもつと増やさなければいけない。職員室の禁煙()小学校

では30(/,以下であり、学校において受動喫煙を防 止しなければならないことが力られていなかつ

た。学校を禁煙にしていく必要がある。同じくこのフォーラムの養護教諭の発表では、子供たちは

自販機からたばこを求め、しかも学校で吸つている実態が報告された。大人が子供たちに注意を

していないことがわかる。
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学校医は健診などで学校を訪れる機会に、たばこの害を教えることはもちろん学校の環境につ

いて1/^煙を勧める1うに意見を言ってはしいと思う。

学校歯科医の役割 川村歯科クリニック 院長  川村秋夫

小学校において歯科健診をしているが、子供達の歯肉に黒いメラニン色素の沈若が見られる。

ニコチンが体のメラニン色素を増やすため、親のたばこの受動喫煙のためである。母親が 40本 吸

つていると子ウtの歯肉は真っ黒になつている。子夕にを通して、親の禁煙を呼び力ヽ すている。歯科

校医の役11の大切である。

第 6回 宮城フォーラム「禁煙の方法を広めよう 2000」

受付から展示まで

受付llt景ミミズの実験を示す小林賢二氏

遺伝 rの話をする佐藤 ,F氏 展示の準備
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2001年  第 7回世界禁煙デー ・宮城フォーラム

みんなですすめる「防煙。禁煙。分煙」 '01
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開場

開会

開会挨拶   日本禁煙推進医師歯科医師連盟  宮城支部

代表世話人   山本  蒔子  氏

基調講演

座長  佐藤  研  氏 〈禁煙医師連盟  宮城支部 )
「瀬 峰 中 学 校 に お け る 喫 煙 防 止 教 育 」
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永元  貝J義 氏 (瀬峰 日保 診 療 所 所 長 )

質疑

シンポジウム
「タバ コ対策ネ ッ トワーク確立をめざ して」

総 合 司 会   山本  蒔 子  氏

シンポジス

( 1  園 部

'1 
今 野

■  黒 沢

t,  ′||オ寸

`)戸
田

総 合 討 論

終 了

卜の 話 演

俊 英  氏

貞雄  氏

昌也  氏

秋 夫  氏

紘 子  氏

(仙台市保健医療課  課長 )

〈仙台市立燕沢小学校  教頭 )
(仙台市医師会  理事 )
(仙台市歯科 医師会 )
(宮城県薬斉」師会 理事 )

シンポジウン、
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世界禁煙デー・宮城フォーラムのあゆみ

日本禁煙推ltr医師歯科医師連盟・宮城支部

代表 性li舌人  山本 蒔 F

‖:界禁煙デー・言城フォーラムは今年で第 7い 日をJllえることが出来ました。今迄ご協カ ドさい

ました皆様のお力ヽ デと感謝しております。

日本禁煙推進医師歯科医師連盟(m各:禁煙医FT連盟)が発足したのが 1992年 であり、その 2年

後の 1994年 9月 に全 ■に先駆けて宮城支部を設立しました。始めての活動として 1995年 の 5

月 31日 に、第 1口|の世界禁煙デー 宮城フォーラムの開催に漕ぎ着ける事が出来ました。内容は

たばこが原卜の病気を取リトげました。

フォーラムには市民の方々からお励ましや御要望がたくさん寄せられました。その中で、学校に

於ける子供達の受動喫煙を無くして欲しい、「供達に ljl煙防止教育をして欲しいとの意見が多く

ありました。私l‐はフォーラムのテーマを決めるのに際し、このような要望に添ったものを取り上げ

て、フォーラムが意見交換の場となり、また市民一人一人がフォーラムを通じて、禁煙活動が広げ

られるようにしたいと考えました。今迄の活動は別 ‖1の“地I・kにおける禁煙支援の取組"をビ参照

下さい。

2000年 は、“学 校 医 と禁 煙 教 育 "をシンポジウムとして取りLげ ました。このシンポジウムがき

っ力ヽ ナとなり、小学校 (仙台市立燕沢、新田)と八軒中学校に於て喫煙防止のお話をさせて頂きま

した。小学校については宮城野区保健福祉センターからの依頼でしたし、中学校については学

年委員のお母さん達からの依頼でした。私達はこのように子供達にお話をする機会を得られたこ

とに大変感謝しています。

また、官城りit栗原保健福れL事務所では、防煙座談会を開l●し、学校関係者、養護教諭、PTA関

係者と話し合いがllたれ、私はコメンテーターとして参加しました。学校関係者がまとまって話し

合いを持つrl・会が作られた事は、大変意義深い事と思われます。このとき紹介されましたのが、今

回のフォーラムで皆さんに見ていただく瀬峰中学校で作られたビデオです。

1999年 にはそれまでの 4,1に わたるフォーラムの開催が「F価されて、厚生省と仙台市が官城支

部と主催し、2000年 にも仙台 liと官城支部とが主催|‖来ました。行政と主催することによって、さら

に活rllの広がりを作ることが出来ました。

1995年 に、30数 ′|の会員が初めて開l●しました世界禁煙デー・宮城フォーラムは、こうして多く

の方々の支持を得て、成長してきました。私達は、さらに行政、学校関係者、医療福祉団体などの

種々の立場の方達が、たばこ対策に組織的に力Πわり、たばこ対策を連携して推進することが望ま

しいと考えています。

しかしながら、私達以外の多くの組織においては、たばこ対策はようやく始まったばかりの様に

見受けられます。そこで今11のフォーラムは、連携のスタート|こなることを順つて、“たばこ対策ネッ

トワーク確 サをめざして"と題して、各団体の方々に、それぞれのお立場でお話をしていただくよう

に、お願い致しました。どうぞご期待ください。これから1)私達の活動に対する御支援の程をお願

い中し1■|ずまう。
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瀬峰中学校における喫煙防止教育

ltl峰町国民健康lt険診療,Л

所長  永元 則義

私は学生時代からたばこのにおいを好まず、その後タバコの有害性を認識するにつれ 向他とも

に認める「大のたばこ嫌いJになりました。また、抗酸菌病研究所外科に勤務していたときは肺癌

の臨床と病理の研究をしていました。それにもかかわらず、恥ずかしながら今まで積極的に禁煙の

啓発運動に参加したことはありませんでした。

昨年の秋、lll峰中学校の文化祭で中学 3年 生による「実|・●でみるたばこの害Jという題名のビ

デオによる発表がありました。そのビデオの前半部は、養護教諭の曽根先生の指導の下に中学生

たちがいくつかの実験を行い、たばこの有害性や健康被嘗について体験したことをレポートしたも

のです。さらに後半部は、中学生たちが色々調べることによつて生じたたばこに関する様々な疑間

を携えて、中学校校医である私を診療所に尋ねてきて、その疑間についてインタビューして得ら

れた解答をテープに録音して整理したものです。今回のフォーラムでそのビデオをお見せいたし

ます。ビデオの内容を下記に要約しまう。

①中学生たちが「たばこがどんなふうに悪いのかJという素朴な疑F.5に端を発して、中学校内で

アンケートをとって中学生がたばこについてどう考えているかを調べています

②たばこに含まれるタールが肺にイ寸着してどれくらい肺をよごし悪影響を及ぼすかを実験してい

ます

③ 主流煙よりも多くの毒性物質を含む昌1流煙の影響で、たばこを吸わない人も17x「康被害を受け

ることを述べています

④たばこを吸ったときの急性期のlT状、健康被害について校医が説明しています

⑤たばこを吸わない人でも周囲の人が吸つていれば健康を害することが再び強調されています

⑥糸li論として、たばこを吸わないようにするためには「たばこは毒だJと自党すること、ということに

なりました

私は医学部学生時代に衛生学の単位取得のためのレポート作成で、自転車を駆って自宅周辺

のlll院や区院、合計 20数 力所を訪れ、待合室に灰 皿が置いてあるかを調べたことがあります。
「病院内でたばこを吸うとは全くけしからん、もってのほかだJと心底思っていましたので、勇んでイキ

合室のドアを開けました。その結果は意外というか、やはりというか、その当時は大多数の病院や

医院で待合室には灰 皿が置いてありました。

わが瀬峰町の診療所でも95年 7月 に私が赴任した当時は、事務室をはじめ廊下の至る所に灰

皿が置かれていました。私は翌年 3月 末をもつて診療所内は禁lrにすることを宣言し、玄関や璧

にその旨を掲示しました。その後、診療所の玄関前でこっそりとたばこを吸う患者さんはいますが、

診療所内では全面禁煙が実現しました。私が禁煙の啓蒙運動を実践したのはこれだけです。

瀬峰町の診療所に勤務して 6年 間、私は瀬1峰町の幼稚園、小学校、中学校の校医t,兼務して

おりますが、児童生徒たちへの喫力I防 卜のための啓発運動を行ったことはありませんでした。小

児の段1砦で徹底的に禁煙教育を行えば禁lTを実現できることは自明の理です。瀬峰中学校の曽

根先生から文化祭でのこの/「・山iへの協力を依頼されたとき、私は二つ返 事で OKし ました。私にと

ってはこの企画が禁灯啓発運動の端緒となるものです。参加した中学生たちの禁煙に対する前

向きな姿勢と健康被害についての熱心な取りlllみ方に、私は感動し、この企画に協力できたこと

を誇りに思つています。今後このビデオが広鉄 煙運動に活ナ‖されることを願って止みません。
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シンポジウム
「たばこ対策ネットワーク確立をめざして」

ネットワークの確立を呼びかける

禁煙医師連盟。宮城支部代表世話人 山本蒔子氏

シンポジストの講演

○ 園部

代理

○ 今野

○ 黒沢

○ 戸田

○ 川村

各団体の立場からたばこ対策についての意見が出された。そして21世紀の国民の健康を守る

ためには、参加団体が協力してネットワークを作り禁煙を拡大していくことを中し合わせた。

協賛 :東北医薬品協議会

俊英氏

太 田みどり氏

貞雄氏

昌也氏

紘子氏

秋夫氏

(仙台市保健医療課・課長)

(仙台市立燕沢小学校・教頭)
(仙台市医師会・理事)
(宮城県薬剤師協会。理事)
(仙台市歯科医師会)
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会場

開会
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大西 祥平 氏 (饉応華塾大学スポーツ医学センター)

質疑

シンポジウム

座長  山本 蒟子 氏 〈禁煙医師達盟 富城支部)

「広が つて います 禁煙 の輸J

シンポジス ト

小口 泰子 氏  (富 城県医師会 理事)

戸口 組子 氏  〈宮城県案剤師会 理事)

管原 邦子 氏  (有 賀小学校 元枝長)
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スポーツとたばこ

慶應義塾大学スポーツ医学研究センター

助教授  大西 祥平

喫煙は心臓病、脳卒中、肺癌そして慢性肺疾患といった死に直結する疾患の主要な危険因子

である。我が国の喫煙率は男女ともに減少傾向であるが若年者においては増加の一途で、特に

女子においては 10年 あまりで倍増している。平成 11年 度、15歳から17歳 までの高校生の喫煙

数は男子で 418万 人、女子で 102万 人である。合計 52万 人の高校生が毎年喫煙者として増え

ていることになる。1995年の資料によると35～69歳 におけるたばこが原因で死亡する害1合が 男

子で 36%、女子で 13%で ある。高校生の喫煙者数にこの害1合をかけると、男子では 15万 人、女

子では 13万 人がたばこで死亡すると推定される。このような現状への対策としてスポーツ活動と

平行し喫煙防止教育を日常生活に取り入れることによる喫煙予防が期待されている。

本年 5月 29日 からサッカーワールドカップが 日韓共催で行われる。欧米ではサッカー競技を中

心としたスポーツを通して禁煙の試みがなされており、「IFAは サッカーを通じて禁煙を推進するこ

とを表明している。

また国際オリンピック組織委員会は 2000年 のシドニーオリンピックそして 2002年 のソルトレーク

オリンピックにおいてもたばこの無いオリンピックを日指すキャンペーンを大々的に展開した。

ソルトレークオリンピックに選手団医務として参加した私はたばこの無い選手村および競技会場

の徹底ぶりには感動を覚えた。このようにスポーツを通して、さらにトップクラスのスポーツの機会

からたばこの無い世界の重要性を訴えることによる禁煙啓発が展開されている。

トップアスリートヘの禁煙教育により、これから伸びていこうとする青少年の良い手本となる禁煙し

たアスリートの育成を日指すことも重要性である。私はソルトレークオリンピックに参加する選手に

対する禁煙に関する教育、そして喫煙者に対して禁煙プログラムの指導を行なった。

喫煙が運動能力に及ぼす影響についてとくに心肺系および筋内に対する悪影響については

強調しておくべきことである。今回の講演においては喫煙が運動パフォーマンスに及ぼす影響に

ついて、青少年の喫煙に対する対策としてのスポーツの重要性について、そして、その試みにつ

いて各国の報告を踏まえて述べる。

協賛

東 日本旅客鉄道(株)JR仙 台病院 東北医薬品協議会 ノバルティス フアーマー (株)
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「たばこ対策ネットワーク。みやぎ・せんだい」の設立

本禁煙推進医Fl歯科レ
`則

i連冊・宮城支部

代表 L話人  山本 Fi千

日本禁煙推進医自「山科医自「連‖1(略:禁煙医師i述|‖)・宮城支部|■、平成7年からL・●禁煙デ

ー・宮城フォーラムをり‖催し、たばこの官の啓発を続けてきました。日午年は|みんなですすめる

防煙 ・禁煙 ・分煙 `01」をテーマとし、シンポジウム「たばこ対策ネットワーク確立をめざし

て」を行いました。仙台市保lxL医療課、仙台市1に沢小学校、仙台 市
'師

会、仙台歯科医自「会、

宮城りlt業剤師会からの参加をlHき、それぞれの立場からたばこ対策についての意見が出されま

した.そして、211比ILの国民の健康を'1:るためには、参珈世体が協力してネットワークを作り、禁

煙を械(大していくことを
' 
し合オ,I「ました。

その後、禁州:え師l■盟・官城支 F・が l心になり、4■iを重ね今イ1の2り|に「た ば こ対 策 ネ ット

ワー ク・みや ぎ ・せ んだ い 」の設 立にこぎつけました,参加は宮城県保 VLI福祉部健康対策課、

仙台市健康福れL局保健術生部lyl康増進課、宮城県 二師会、宮城りlt歯科レt師会、宮城りlt葉斉1自「

会、宮城県看護協会、イJ台 市 ・・師会、仙台市業者1師会、1台 ll r医師会と禁煙 て師連盟嗜 城

支部の 10卜川体でJ.本 [は H乍年のフォーラムの中し合わせが実lLさオしたことを十‖響:いたしまづ.

たばこ対策は保健医療lll係者、行政、教育関係者など多方 liの協力が必、要となる分野です。

昨lJ千4itt IIl省が 21世 紀における 可民の健Lにづくりの指針をlL・表し、それに1)とづいて地方に

おける実行ブラン、宮城りltでは“みやぎl・康プラン 21"、11台 iでは、“市民健康プラン"が策定さ

れました。いずオしにおいてt,たばこ対策は重点項 目として掲げられ、この実現のためには今F設

立されたネットワークが不可欠と思われ■す。

今LIのシンポジウムli「た ばこ対 策 ネットワー ク・み や ぎ ・せ んだい 」を準備しつつ、禁煙

医師連盟
′
占城 支H4jが連携を持つて禁煙を広げていくことが出来た事例について、活動された

方々にお話していただくことに致しました。日本 た師会の禁煙推進、業「・jにおいて禁煙支援 1旨

導が出来る薬斉1削iの認定、宮城 県栗FH地区における防煙座談会の成果、宮城県 しヶ宿診療所

の地域における禁煙活Il、東北大学医学部付属l‐u院の /・
館禁煙等です。今後は、ネットワーク

参加のIJ体が情報を交換し合い、協力し合える点を積Ill的に実行に移し活劇1を広げていきまう1,

事務局は禁煙医自「連m.言 城支部におくことにしました。このネットワークでたltこ対策を積llt的

にlllめていこうとづ
~る

1川体に1,さらに拡大していきたいと考えていま司■,OLIIcのご支援をおFllい申

し LげまJ.
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りl在、日本医師会が行っている禁1嘔活
~Jlを

列記すると以下の如くとなる。

1 平成 13年 7月 1日本医師会館全館禁姓

2 日本医自「会提供の TV、健康教育番組で禁煙コマーシャル(FV禁 煙コマーシャルは 日本初)

3禁 煙ポスターを作成して全医療機関に配布

4平 成 14年 2月 :対がん協会制作 1「`井栄孝監修ビデオ「中学生のための健康教育Jを

全 Jの lr学校 11,300校に配布

5平 成 14年 3りl:市民公開講座「子どt,とたばこJ開催

6今 後の予定:地方の医師会館、病院、診療所、学校を禁岬に

日本医・T会 禁煙推lFプロジェクト委員会によるこれらのlr動に呼応して、宮城県医師会内でも

禁州活動をlllllするように会員諸先生のお知恵を拝借して努力していきたい。

禁煙支援・指導薬剤師の認定 宮城県薬剤師会理事  戸  紘 了

「禁煙推進Jという日標にたいしてどんな風にアプローチするかを模索していた。各分野の」体が

集うたばこ対策ネットワークに参加して、たがいの立場や取り組みを知り、それぞれの役常1や連携

の仕方を探ることができたことは、今後の活動への明るい展里を 予感させるものである。

昨年のこのフォーラムにおいて、宮城県業斉1自「会のとり剰lみの一環として、近く発売予定であっ

た 般薬「ニコチンガム製斉」」を用いる禁lT法をしっかりと指導できる体市1作りを掲げた。薬斉1師

自身の研修および指導用ツールやマニュアルを上夫し、(社)官城県薬斉1師会認定「禁lll支援 ・

指導薬斉」miJを誕生させた。当 面の日標は「本気で禁ナ中したい人を本気でサポートするJである。

このとり組みにおいては、山本蒔子医師をはじめとするたばこ対策ネットワークの皆様のご協力を

いただくことができた。

今後、本人の希望および医師の指導で「ニコチンガム使用Jが選択された場合には、認定業剤

「Tを活用していただきたい。今年は、rどもの無煙環境作りに1)取り組みたいと考えている。

栗原郡学校保健会の取り組み

シンポジウム「広がっています禁煙の輪」

日本医師会の禁煙活動 宮城 県医師会理事  小 ‖ 泰 了

元有賀小学校校長  菅原邦子

栗原郡学校保健会では、
｀
「成 12年 度より栗原郡保健福祉 事務所から「たばこ対策推進事業J

協力要請を受け下記の防煙文l策に取り組んだ。その結果ある程度の成果が見られた。

1柴 原郡保健福祉 事務所主催の防l.■座談会に本会係が出席し、各関係機関と意見交換

2 イJF修会の開催 :「たばこによる健康障害J等の講演

小中高等学校での取り組みの事例発表と意見交換、自作スライドの上映
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3栗 原郡保健福れL事務所の教材バネル、li師等の活用(パネルは郡内企小中学校活用)

4栗 原郡学校保健婦研究会とタイアップ

保護者、地域の老人と児童、全校児11生徒を対象に、各校で防煙教育の実施

北iFプロックの養護教諭による保健指導用lBJ示物の作成

5学 校内の分煙への働きかけ

七ヶ宿町における地域無煙支援 米川診療所  佐 々木直英

宮城県 Lヶ宿町は人口2031人 、高17「化率 381%(｀r成 12年 3月 現在)の山問地である。医療

機関は しヶ宿診療所 1箇所であり、入院設備はない。私は 「`成 11年 4りl～14年 3月 の 3年 間

この診療所に所長として勤務し、地域全体の禁煙支援に取り組んだ。

1学 校医として:小学校 2、中学校 1、高校 2の校医として学校保健委員会で養護教諭

と連携し話題提供をした。禁煙教育,iI演、校内禁州:、1職員の禁煙支援に1)協力した。

2医 lTとして:外来患者全員に t/1煙のイ「無を聞き、喫煙者全liに禁煙をお勧めした。

3ケ月間の禁煙をll成された方には、ご本人の F解を得た上で、禁煙成功者として

待今室に名前を提示した。希学者にはニコチンガム、ニコチンパッチの処方も合わ

せて行つた。

3所 長として:診療所は構内完全禁煙とした。町使りの 診療所長ページに毎月tt煙
成

功者の方々の名ilを掲載し、町民向けのたばこについて講演を行つた。

病院の喫煙対策―全館禁煙までの道程―  東北大学ピ学部 1重瘍外科 小泉 亮

当院の全館禁煙実施に至るまでの過ILと喫煙対策lf動について報響:する。

東北大学医学部教室員会は 1999年 9月 、会員を対象に喫用意nltp・l査を行つた。これをきっか

けに大学病院の喫煙対策をII進しようという機運が高まり、2000年 4月教室員会に1喫煙対策小委

員会が新設された。小委員会では、‖t界禁煙デー啓発ポスター展、思者対象の禁煙教室、医療

従事者対象のニコチン代替療法勉強会、第 2回 喫煙意識調査、2001年 7月 には「大学病院の喫

煙対策Jとして公衆衛生学会に発表した。一方、病院側は「大学病院は喫煙対策の模範を示すべ

きJとの病1完長の考えに1り、2001年 11月、訂院長・看護部・事務・教室員会代表で構成する喫煙

対策委員会をサち 1げ、2002年 4り11日 からの全館禁煙の方針を確認すると共に具体的な実施

方法(患者・職員 マスコミヘの周知、売店へのたばこ販売中止要請、喫茶店への禁煙要請、喫煙

ネの開鎖、患者 ・職員対象の禁煙教室)につき検討、これを実施した。大学 ll院は、地域を代表

する医療機関として率先して喫煙対策に取り組む責任があり、今後は啓発活●lJおよび禁 lTサポ

ートに力を人れたい。
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禁煙煙外来の歩み

日本禁煙推進医師歯科医師連|‖・宮城支部

代表 ‖t話人  山本 蒔 子

医療機関において禁煙を指導する試みを、東北ではJR付 台病院が初めて行つた。平成 6年 10

月に禁煙補助斉1であるニコチンガムが発売されたことをきつかけに、健康管ITを担当するた師が

木1在日の午後に禁力[指導を行う外来を始めた。ニコチンガムは保健適元:ではなく自由診療であり、

受診者の負担は大きかつた。診察料、ガム代金(1個 1201月、1日 6個 とすると1日 720円 )、処方

料などで、1日 18000円程度となった。そのため始めた頃は 2週 間イrに 2ないし3ケ月のプログラ

ムであるにもかかわらず、1回 だけの受診も多かった。

平成 10年 9月 からは皮膚にllH「付するニコチンパッチ1,発売されて、さらに禁煙方法の選択肢が

ふえることになった。JR仙 台病院では新しい病院に移↓↓た平成 12年 8月 からは禁煙外来を毎

[午 後することになり、受診者もlluH加した。(予約の電話 :0223802330)

今年禁煙外来受診者に対して経過観察のアンケートを実施した。「収率が28%と低かつたが、

ニコチンパッチでは外来終了時の禁煙成功率は 83γ,(54名中 45名 )と古く、111～3年 経過後も

禁煙は維持されていた。

禁煙指導を行う医療機関は増えており、禁煙医師連盟・宮城支部では世界禁煙デー・宮城フオ

ーラムのプログラムに F`成 10年から禁煙指導の出来る医療機関のリストを掲載している。今年の2

月にはニコチンパッチを取り扱つている医療機関にアンケートを送り、禁煙指導をしている医療機

関の調査を行った。

そのリストをプログラムに別紙としてはさみこんでいる。 また、平成 13年 9月 からニコチンガム

は葉局で購入 可能になった。官城りit薬剤師会では、店頭で禁煙支援の出来る薬斉」師のための

研修を行い、禁煙指導の出来る薬剤師を認定した。このリストt,あわせて提示してある。禁煙指導

を受けたい方々の参考にしていただきたい。

東Jヒ大学医学 .・F付属病院は平成 14年 4月

から全館禁煙を開始した。さら,に、5月 20日 か

ら禁煙外来を腎・高而J上・内分泌科の外来 (f

約の電話 :0227177778)で 月曜 日午後のみ

開設する。

禁煙 外来の

指導lll景
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2003年 第 9回 世界禁煙デー・官城フォーラム

公共の場を禁煙に '03

シンポジウム

４

　

４

シンボジス ト

吉岡 成二 氏

熊谷 善夫 氏

小林  修  氏

小西 秀康  氏

高橋  秀― 氏

総合討論

〈仙台市健康福祉局健康増進課 )

(仙台市議会 )

(仙台市立北仙台小学校〉

(うまい鮨勘)

〈スミセイビルマネイジメン ト仙台支店〉

1 5

1 5

1 5

閉会挨移

終了

中井 祐之 氏 〈禁煙医師連盟 ・宮城支部)

松 業の場を寮野 ムコ

●g  "

”

”
　

　

ｔ

晨

胡
”
　
」
饉

プログラム

1 2

1 3

1 3

13

3 0

3 0

3 0

3 5

2 0

2 5

1 0

4 0

4 5

テーマ 「公共の場を禁煙に」 .03

総合司会   小野 喬 氏 (禁煙医師連盟 ・宮城支部)

開場

開会

開会挨拶  日本禁煙推進医師歯科医師連盟 宮城支部

支部長 山本蒔子 氏

基IH講 演

座長  高精 克子 氏 〈禁煙医師連盟  宮城支部 )

「女性 と喫煙」

岩本 充 氏 (NTT東 日本東北病院 産婦人科

禁煙医師連盟 ・宮城支部)

質疑

シンポジウム

座長  山本 蒔子 氏 (禁煙医師連盟 ・宮城支部 )

「公共の場を禁煙に」
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女性と喫煙

NTT東 日本東北病院産婦人科

岩本 充

「若い妊婦の喫煙が増えているJ最初にそう感じはじめたのは、あまりの切迫早産、胎児の発育

障害の多さからでした。さっそく調べてみると、初めて妊娠だとわかった時にたばこを吸つていた

妊婦は42%、特に 10代は 75%、20代前半は73%で した。吸い始めた年齢は 18～20歳が67%、

15～17歳が 13%、 14歳以下も3%い ました。妊娠がわかってもやめられない妊婦は全体の9%で 、

このなかなか禁煙できない妊婦の夫の喫煙率は 96%で した。また妊婦全体の 4分 の 3は 夫など

家族の誰かが喫煙していました。

たばこは、ニコチンや一酸化炭素、タールが血管や組織を傷つけ、がんや脳卒中、心筋梗塞な

ど様々な病気を引き起こします。女性の場合、卵巣や子宮内膜が傷つけられ、ホルモンのバラン

スが崩れて月経不順、不妊症、骨粗愁症、皮膚・粘膜の老化を早めていく原因になります。さらに

妊娠中は胎児への栄養と酸素の補給基地である胎盤が低酸素となつて、先天異常、流産、早産、

胎児の発育障害が増えます。また前置胎盤や常位胎盤早期剥離など、母子ともに生命の危険に

さらすこともしばしばあります。

今回の講演では、今年行つた最新の妊婦の喫煙状況、なかなか禁煙できない妊婦の妊娠経過

と合併症の多さ、特に母子の生死に関わつた症例など産婦人科医が実際に直面する問題につい

て紹介したいと思います。そして妊婦 人́ひとりに対する家族の禁煙も含めた呼びかけ、なかなか

禁煙できない妊婦への粘り強い指導の必要性、またわたしが産婦人科医として中学、高校、大学

で行つている性教育の中で、「自分の身体のことをもっと考えよう。安易に考えられているダイニッ

トも、たばこも、STDも 中絶も同じくらい身体によくないんだ」という啓発活動について紹介したいと

思います。

わたしたちが行つている 「たばこの煙のない環境作りJの活動は、一人ひとり立場や活動の場は

違いますが、今回の講演がみなさんの活動に少しでも役立てばと思つています。
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シンポジウム 「公共の場を禁煙に」

仙台市の取り組み 1台 市健康福i「局健康増進課  吉岡 成 l

本年の L界 禁煙デー・宮城フォーラノ、のテーマは、「公共の場を禁力「にJです。‖における「健

康 日本 21JのlL方計画として、仙台市は、平成 14年 3月 に「いきいき li民健康プランJを作成いた

しました。本プランは 100万 j民の健康づくりのための指標として、83項 「掲げていますが、計山i

を効果的に展開していくため、特に優先的に取り組むべき分野として、3つ の重点戦略を定めまし

た。「たばこ対策Jはその つであり、平成 22年 度 (2010年 度)までを計山i期間として、10の 指標

を掲げています。その中で、「公共の場及び職場における分煙の徹底Jとして、「学校J「公共の

場J「職場」「不特定多数者が利用するビルJの分煙化 100%を 目指しています。そのためには、仙

台市立の小中学校の校内禁央I化を始め、仙台市が率先して取り組むとともに、各方面iの市Itの

皆様と務力して、様々な場面で、広くこのことを訴えてまいりたいと考えています.、

歩行喫煙禁止地域設定からの禁煙推進 仙台 Hf議会   熊谷 善夫

繁十街や交通混雑地区での歩きたばこ、路 l:喫lTに対する!キ情と被害の.F・ぇが急増している。

衣服に、子供のy「
~髪

に被害を受け、多くの通行人が副流煙に不快な思いを強いられている。そし

てポイ捨てである.,

禁l lllF進の 日標に向けては各分野からそれぞれのアプローチがあるが、え学的児地からとは別

角度からの分煙、禁煙の推進を図りたい。

全 J的 にもt,はや環境美化、すなわち散乱ゴミの三+1を占めると言われるポイ捨て吸殻への対

処を超えて、路上つまりは歩行喫煙の地域的制限が流れとなってきている。

私はlll台市議会にあって歩行喫煙禁 止地域設定の条例制定を求めている。マナーアップのキ

ャンペーンはそれはそれとして、いまや過料を付す行政罰すら求められている。

こうしたこと1)仙台市が掲げる非I171煙者率の数値 H標 達成にri献しうるものと考える。

市民の声のさらなる高まりをり切待している。

学校敷地内禁煙の概要と防煙学習 仙台 i立Jヒ仙台小学校  小林  修

これまで{)各学校では、新たにたばこを吸うことを防く・・17煙教育を行つてきたが、その教育的効

果や児童生徒の健康保持などの

“

を考慮し、仙台市教育委員会では、平成 15年 度第 2学 期の

開始 である 10月 14日から、市立学校 195校の敷地内を禁力「することとした。昨年度末から関

連の研修会が開催され、各学校で( 実ゝ施にむけて取り組んでいるところである。

1北 泊台小学校の敷地内禁煙

教職員、PTA、学校施設利用者、来客、出入り業者に刺して

2仙 台市内小学校の実践

和1台市小学校長会 第 3地 ズ18校 のアンケート調査の結果から

3北 仙台小学校の防煙学習の紹介
「望ましいライフスキルの形成を図る保健学 1/1の1夫 について

飲食店のたばこ対策 うまい鮨勘 小西 秀康

魚旨店におけるたばこ対策について、述べます。

回転寿 百1ではたばこの煙が鮨をIJ転させるレールに絡まり、さらには鮨に1)たばこの煙が付着す

ることと、子ど〈)を連れた家族連れが多いことから、
｀
当店では、かなり早い時期に全面禁煙にしまし

た。それに

'|し

て特別なクレームはありませんでした。現在では、回転寿 :J店で全面禁l.にする

店が全国的にも1曽えてきています。

対面式の鮨riにおいても、喫lT席は隅のほうに作つたり、あるいは階を別々にして、1階 は禁煙、
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2階 は喫煙にするなどの対策をしています。f・物の味を楽しんでいただく飲食〃iにおいては、た

ばこの力れを吸わされないことが大切と思いまう。

SS30(住友生命仙台中央)ビルにおける禁煙の取組み
スミセイビルマネージメント仙台支店  11橋 秀

SS30ビルは平成元年 2りlに竣 :し今年で 15年 目を迎えた。ビルの規模は地下 3ド・地 L31F

建てで東北地方有数の高層ビル.テナント数は約 100社、平 日のビルヘの出人人数は約 |万 人

に上る̀ ,
じ‖業以来ビル内共用部では喫煙が可能であり灰皿を設置し、特段禁煙のl・置はとつてこなかっ

た。喫煙 口∫能な共用劇
`は

、Blド ホール (クリニックの前)1'エ ントランスホール (エレベータ前)・

28ドと30ドホールσ)4ヶ所.

昨年東北 白鳥会様から投 書を頂き、BlFホ ールクリニック前での禁煙措置の要望に接した。この

中出に対し、当初、Bl「 に喫煙ルームを設置することを検討した,この案に対し、場所がクリニック

の前でありそこまで喫り1:者に西己慮J‐ることはない、との結論に達し思い切って灰 ‖性を撤去しビルの

外へ設置することとした。こオしを機に・1ビルでは次の 長うに禁煙区域を拡大していき、llL状ではビ

ル内の全共用部が禁煙となった。

く当ビルの禁煙の収組み >

1 昨年 12り1に、Blドホールと1「エントランスホールの灰lLを撤去してビル外へ設

置した。ビル内に喫煙して人館しないように監視を行った。

2本 年 5月 lHよ りの「健康増進法Jの施行に併せ、5月 度より28Fと 30F

ホールの企 面禁煙 (灰皿の撤去)に踏み切った.

「たばこ対策ネットワーク。みやぎ。せんだい」の活動

日本
`0煙

IF進医師 ll科医ll i連盟・宮城文 /F・長  山本 Itt r

平成 13年2月に、禁煙ズ師連‖1・宮城支部が呼び力ヽ す、宮城県健康対策課、仙台市健康増進

課、宮城県と仙台市の医師会、歯科医師会、薬剤師会及び宮城県看護協会と禁煙医師連盟・宮

城支部の 10団体で設立しました。行政と[ズ療保健の専Hll家J体でl■成しています。

「`成 15年 5月 lHに は健康増進法が施行されました。この法律では、キ|にたばこの受動喫1中

による健康被害をなくすために、第二十五条に 学校、体育館、病院、劇場、観覧場、集会場、展

示会、百貨店、事務所、官公庁施設、飲食店、その他の多数の物が利用する施設を管理するも

のは、これらを利用するものについて、受動喫煙 (室内又はこれに準ずる環境において、他人の

たばこの煙を吸わされることをいう。)を防止するための必要な措置を講ずるよう努めなければなら

ないと定められています。日本にとつて画期的な法律で

'1,仙

台市教育委員会は仙台市立の学

校の敷地内完全禁l_を今年の 10月 から実施しますが、法律を実施した良い例と言えます。禁煙

医師連温・宮lll支部はこの法イ|の施行を記念して、今年のテーマを1公共の場を禁煙にJを取り

1げました。この71t律が実行のあるものになるように、 i民の啓発を広げtし上う。
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東北禁煙指導研究会の発足

日本禁煙推進|モI・Tttfl医師連盟・官城支部

支部長  山本 蒔子

WHOに おけるたばこ規制枠組み条約採択、禁押ll■進に対する日本医自「会宣言、健康増l■法

施行など、喫煙による健康被1年の防 ヒを J指した公の動きが少しずつ見えてきております。禁煙

推進の最Hi線にいる私たち医療者はそのような流れに呼応して各職域における禁煙支援活動を

層積極的にlllめてゆく必要があります。禁煙指導に携わる現場では内fl、婦人科、小児ll、歯

科、ある0■ま薬局の葉斉1師がそれぞれの立場で禁煙支援のlf動をしていますが、これまで情報

の交換、知識の涵養、あるいは実践的な技術の向 卜を目的とした研究組織が仙台、あるいは宮城

りlt内外で設けられておらず、職種横断的な研究会の発足を撃む声が高くなつてまいりました。そ

こで平成 15年 4り|、当連l‖宮城支部の医Ll、歯科医師と薬局等で禁煙指導にあたつている薬

斉1師により、
ll煙指導に関する力婦晟や技術の向 11を日的とする東北禁煙指導研究会を設 アヽいた

しました。研究会の代表 吐話人は禁煙医「1連盟・宮城支部の運ギ1委itの中井祐之氏、幹事は山

本蒔子、佐藤 研氏(官城支部運♯l委員)および戸「H紘子氏 (官城りlt薬剤師会)が担当しました。

当面i官城芳tを l心に近隣県の禁煙推進団体にも働きかけて参加者を募り、徐々に「東北JろJし

たイ|に恥じない研究会にしていきたいと念願しております。

第 1回

'F究

会は平成 15年 4r116日 、艮陵会館記念ホールで開催され、医mi、歯科医lll、薬

斉1山「、保ltL師、学生など51名 の参カロ者がありました。

第 1部 の 一般演題には山形県喫煙問題研究会よりやi城占科医院のln城和生氏が出科の立場

から豊富なスライド写真を駆使して口腔内、歯及び歯内に対する喫煙の深刻|な健康障害を提示し、

歯科領域からの禁ll指導の重要性を強調されました。東北大学医学部付属病院内部障害リハビ

リテーシヨン科の黒澤 氏は1呼吸器科医のす場から最も頻度の高いたばこ病である1量性開案性

肺障害 (COPl))を中′とヽに禁lll外来での実践的な指導法の研究成果を報告されました。

H■岡県立こども病院内分泌代 ll科の加治止行ltには「こど1)のための卒煙外来Jという題で特

別講演をしていただきました。喫煙の健康障害について全般的な解説から始めて、ご自身が実践

されている卒煙外来での経験を中心に、+1/tt、父親の1喫煙、ひいてはすべての人人の喫煙からこ

どもを守り、こども達にたばこを吸わせないという強い信念のもと、米成年の喫煙‖J題を解説されよ

した。ご,il演をうかがい、こどt)の喫煙「H題はとり1)なおさず成人の喫煙問題であり、私たち1)常

の禁煙推lF活動をさらに精力的に進めてゆかなければならないという思いを強くいたしました。

本II究会は年 1「1以卜開催する予定でおります。次「研究会にはさらに多くの方のご参加をお

待ちしています。

協賛

束 日本旅客鉄道(1末)・JR‖1台病院、東北|え薬1甲!ljl犠会
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平成 15年 1月 10日河北新報

■壇■
日本禁煙推進 国 市歯料Eg● .Eり官城支||

爵

会
、
薬
酔

会
、
県
釜

基

お

さ

県
震

経

褪

康
書

市
簾

響

健

康
増
進
諌
と
当
連
盟
の
十
団
体

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
て
、
禁

煙
支

援
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

□

　

■
　
　
□

た
ば
こ
が
や
め
ら
れ
な
い
の

は

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
で
一●
り
、

一
種
の
薬
物
依
存
症
で
あ
る
．

平成15年 1月 10日 (金曜日)

河 北 新 報

教
職
員
へ
の
支
援
が
重
要

十

一
日
の

『世
界
禁
煙
デ
ー
」

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「世
界

禁
煙
デ
ー
　
富
城

フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
電
し
て
き
た
。
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
、
多
く

の
学
校
か
ら
た
ば
こ
の
書
に
つ

い
て
の
請
演
を
依
頼
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
支
部
会
長
は
学
校

で
の
喫
煙
防
止
教
育
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ロ

　

ロ

喫
煙
開
始
年

置

柁

す
る
中
で
、
私

た
ム
洋
，
０
宇
五

〓

ち

か

う
の

管

●

筆

と

考
え
て
い
る
。
小
学
生
に
た
ば

こ
の
書
の
議
濱
を
す
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
よ
く
集
中
し
て
間

く
．
議
活
な
いの
感
想
や
質
問
か

ら
、
内
容
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
ヽ
分
か
る
。

「今
日
の
話
を

た
ば
こ
を
吸

っ
て
い
る
父
や
母

に
話
し
て
、禁
煙
し
て
も
●ヽ
う
」

と
感
想
に
書
く
子
ど
も
が
多

〈
ヱ
回
の
学
校
敷
几
内
禁
煙
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
職

是

￥

彙

霊

添

電

重
要
で
あ
る
。官
婦
支
部
で
は
、

昨
年
二
月
に

「た
ば
こ
対
策
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
　
み
や
さ
　
せ
ん

だ
い
」
を
発
口缶
こ
た
．
宦
最

県
と
仙
台
市
の
医
師
会
、
歯
科

先
生
た
ち
が
研
修
を
通
し
て
た

ば
こ
の
害
を
認
識
す
スマ
必
要
は

あ
る
が
、
禁
煙
を
進
め
る
に
当

た

つ
て
は
、
医
療
保
健
関
係

者
が
中
心
に
な
る

べ
き
で
あ

る
．禁

煙
に
挑
戦
し
て
頑
張

っ
て

い
る
先
生
を
明
ら
か
に
し
て
、

養
護
教
諭
が
中
心
に
な
ヨ
Ｌ
皆

‘

盤

等

る

よ

っ
ム
議

響

ぶ

墨

３

い
。
ま
た
、
学
悽

腱

委
員
会
に
は
校
医
、
歯
科
医
、

薬
剤
師
が
委
員
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
専
門
の
人
た

ち
に
も
協
力
し
て
０
●
っ
の
も

良
い
方
法
で
あ
る

禁
煙
補
助
剤
と
し
て
ニ
コ
チ

ン
を
含
ん
だ
ガ
ム
や
パ
ッ
チ
を

使

っ
て
禁
煙
す
る
方
法
も
お
薦

め
た
。
ニ
コ
チ
ン
バ
ッ
チ
は
医

師
の
処
方
が
必
要
で
あ
る
．
榮

煙
医
師
連
盟
が
昨
年
二
月
に
関

催
し
た

「世
界
禁
煙
デ
ー
　
宮

城
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
時
に
、
仙
台

市
内
の
禁
煙
指
導
実
施
医
療
機

関
を
調
査
し
、
そ
の
リ
ス
ト
を

市
保
健
福
祉
局
に
提
供
し
た
の

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
る

こ
と
が
で
キ
る

。

ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
は
薬
局
で
晴

入
で
き
る
が
、
正
し
い
使
わ
れ

方
が
さ
れ
て
い
な
い
傾
向
が
あ

る
．
た
ば
こ
を
び

っ
た
り
や
め

て
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
を
偲

つ
の
が

正
し
い
方
法
で

あ
る
の
に
、
た

ば
こ
を
吸

っ
た

り
、
ニ
コ
チ
ン

師
協
会
に
問
い
合
わ
せ
る
と
対

応
し
て
や
？
２
）．
ま
た
、
仙

台
市
の
各
嗜
暦
燿
柾
セ
ン
タ

ー
や
市
健
康
増
過
セ
ン
タ
ー
で

は
禁
煙
教
室
を
開
催
し
て
い

る
。禁

煙
に
挑
戦
す
る
に
は
、
こ

の
よ
う
に
幾
つ
か
の
層
俗
贅
タ

あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、

キ
ヤ
う
に
同
り
の
人
た
ち
に
応
援

し
て
も
ら
え
れ
ば
、
無
理
な
く

禁
煙
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
体
に
悪
い
こ
と
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
喫
煙
を
先
生
た
ち

が
や
め
れ
ば
、
子
と
も
た
ち
と

の
僣
通
関
係
丼
亀
菫
ス
）こ
と
は

言

つ
ま
で
も
な
い
。

士
月
ま
で
の
巨
り
“
祝
″に

使
い
、
す
べ
て
の
先
生
た
ち
が

禁
煙
に
成
功
し
、
学
校
敷
地
内

完
全
榮
煙
が
実
施
さ
れ
、
子
ど

ヽ
た
ち
の
た
め
に
無
煙
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
二

十

一
世
紀
の
健
康
を
目
指
す
指

針
で
奎
一
慈
晨
首
本
夕

の

奥
の
実
麟
と
な
る
。

（爆

）

ガ
ム
を
か
ん
た
り
し
て
い
る
人

が
多
い
。
こ
れ
で
は
禁
煙
に
は

至
ら
な
い
。

□

　

■
　
　
□

県
薬
剤
師
会
で
は
、
禁
煙
医

師
連
盟
が
協
力
し
て
、
禁
煙
支

援
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防煙教育パンフレットの発行 平成 15年発行

たばこは
どうして
体に悪いのア

たばこの煙は体に有害な4000種類の物質を含んでいて、しかもその中の200種類はが

んの原因になる発がん物質です。ニコチン、一酸化炭素(CO)、二酸化炭素(C02)、ベン

ツピレン、青酸ガス、鉛、ひ素、アンモニア、亜鉛、カドミニウム、ダイオキシンなど

です。タールは真っ黒いねばねばしたもので、この中にはたくさん発がん物質を含んで

います。

たばこの煙がのどから気管支に入ってくると、体は毒物のしんにゅうを感じ取って、

血液中の白血球が攻撃を開始します。毒物と白血球が争うためにまわりの気管支の細胞

もまきこまれてこわされます。気管支はこわされたり治ったりがくりかえされると、く

っついて細くなったり曲がったりして、空気の通りが悪くなります。すると汚れた空気

が肺から出にくくなって、肺胞がパンパンにふくらみ、ついに肺胞がこわれてしまいます。

タールも肺にだんだんたまり、真っ黒い肺になります。1日20本 のたばこを1年間すうと

コップ1杯のタールがたまります。

たばこをすう人におこる肺の変化

65歳 女性      75歳 女性 たばこをすわないが      70歳 男性

たばこをすわない       夫はヘビースモーカー   1日 10本、50年 たばこをすつた

大部分が黒 く変化

一
テ

．ｍ

一勅

・い
．
一υ 提供フ ァ

きれいな肉色の正常な肺

呉羽内科医院



ニコチンは麻薬

一度体に入れるとかんたんに薬物中毒になってしまい、ニコチン無しでは生きてい

けなくなります。この状態をニコチン依存症といいます。ニコチンが切れてくるとイ
ライラしてきます。そこでたばこをすうと、切れていたニコチンが体に入るので、本
人はすっきりして能力が増 したように思いこみます。しかし、実際にはたばこをすっ

ている人はミスをしやすく、その人がたばこをすわない時に持っている能力を 卜分に

発揮できない状態になっています。

ニコチンは血液の流れを止める

血管を細 くして、面1液の流れを悪 くします。たばこをすうたびに皮膚、内臓、脳の

血液が少なくなります。また、血管がちぢむため血圧があがります。

たばこの煙の一酸化炭素(CO)は とても悪い働きをします。人が生きていくためには酸

素(02)が必要で、酸素は血液の中の赤血球によって体のすべての臓器に運ばれます。と
ころが一酸化炭素は赤I血球と結びつく力が酸素の240倍も強いので、酸素をおしのけます。
そこで酸素のかわりに一酸化炭素が運ばれてしまいます。どの臓器も酸素不足になって、

十分に働けなくなります。中でも脳は酸素をたくさん必要としますので、たばこをすう

と脳が働かなくなり知能が低下します。酸素が |^分にないので、遭、切れがして運動も長

続きしません。スタミナも落ちてしまいます。

ガ
マ
ン
…

ガ
マ
ン
だ
…

ニコチンの魔の手につられるな



たばこをすっていると息がとてもくさくなります。髪の毛はもちろん体中にたばこの

煙がつくので、そばに行くだけでくさいにおいがします。たばこは老化を早める活性酸

素をふやすので、しわ、しみなどができて、皮膚の老化が早まります。

たばこを吸 うと歯周病になり、歯が早くぬけて しまいます。ニコチンには黒いメ

ン色素を増やす作用があるため、歯 ぐきは黒 くなります。たばこをすっていると、

や臭覚がダメになって、おいしい味やかおりがわからなくなります。

たばこをすっているとニコチンにより卵巣や精巣の血液の流れが悪くなります。女性

では妊娠 しにくくなり、妊娠 しても流産 しやす くなります。性感染症にもかかりやす く

なります。男性では精子の数が減 り、異常な精子が増えます。

妊娠中にたばこをす うと、ニコチ ンのた

め血液の流れが悪 くなって、お腹の赤ちゃ

んに栄養が十分に運ばれ ません。 さらに、

一酸化炭素によって赤ちゃんも酸素欠乏に

なります。これでは赤ちゃんは十分に発育

で きなくて、体重の少ない小 さい赤ちゃん

が産まれます。

さらに、たばこをすったお母 さんか ら産

まれた 子供は、11才になっても身長が低 く、

知能がおくれることも分かりました。これは、

お腹の中にいた時、脳が酸素欠乏になった

ためと考えられます。
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メラニン色素で黒くなつた歯ぐき

(東北大学歯学部予防歯科教室 田浦勝彦氏)

(東京都三鷹市 松元典子)



がん

発がん物質を毎日体にぬっているようなものですから、20年 から30年 たつとがんが作

られます。舌がん、喉頭がん、肺がん、食道がん、胃がん、すい臓がん、ぼうこうが

んは特に起こりやすいがんです。

肺の病気

肺がこわされるので、気管支炎、ぜんそく、肺きしゅなどの肺の病気になります。

血管の老化

血液の流れが悪くなり血圧も上がるので、血管がつまる動脈硬化を起こします。心臓

の血管がつまる狭心症や心筋こうそく、脳の血管がつまる脳こうそく、脳の血管が破

れる脳出血やくも膜下出血などの病気を起こします。手や足のゆびの血管がつまると、

その部分に血液が流れなくなり、黒くなります (下図)。

(」R仙 台病院血管外科 市来正隆氏)

これらの病気がもとで日本では毎年 10万人が死亡しています。

たばこの煙は細かいつぶとガスなので、どこまでも流れていきます。自分はたばこを

すわないのに、他人のすっているたばこの煙をすわされてしまうことを受動喫煙といい

ます。親がたばこをすえば、自分の子供をたばこが原因の病気にしてしまいます。お父
さんのたばこのためにお母さんが肺がんになったりします。

受動喫煙で起こる病気が最近はっきり分かってきました。大人では心筋こうそく、肺
がん、副鼻腔がん、子供では気管支炎、ぜんそく、中耳炎、発育の悪い小さい赤ちゃん

や乳幼児突然死症候群 (赤ちゃんがとつぜん亡くなること)で す。

たばこは1本すっても寿命が短くなります。たばこをすう人は約 8年寿命が短くなりま

す。しかも病気でたおれなくても、体の動きが悪くなり、いつもたばこにしばられた人

生を送り、持てる力も発揮できないで終わってしまいます。

さらに受動喫煙による害のように、自分だけの害に終わりません。たばこをすうこと

は家族や仲間を病気にしてしまうことです。みんなが力を合わせて、禁煙を進めましょう。

http://www.nosmokenliyagi.org



2004年 第 10回世界禁煙デー・宮城フォーラム

学校にたばこはいらない ! '04

1識 だたばこないらない′ノ`“

ｍ
ｍ

]!肥1鰍挽F11ム

時 :200446月 6日O pMl:30～ PM8:30

籠 : 富燿凛自科■目■饉1■

口螢  凛

●la 費

お問い合わせ

鰺

日本禁煙推進医師歯科医師運盟 宮城支部

日本栄e推 違傑,FIR 医ヽ師連盟 吉城支部4喘局

シンポジウム

会場 :宮城県歯科医師会館

プログラム

テーマ 「学校 にたば こはいらない !」 `04

1 2

1 3

1 3

1 3

3 0

3 0

3 0

3 5

総合司会 小野 喬 氏 (小野歯科医院 禁煙医師連盟 。宮城支部)

開  場

開  演

開会挨拶  日本禁煙推進医師歯科医師連盟 0宮 城支部

支部長 山本 蒔子 氏

基調講演

座最  田浦 勝彦  氏 (東北大学病院予防歯科

禁煙医師連盟 ・宮城支部)

「喫 煙 防 止 教 育 を 推 進 して 」

禁 煙 医 師 連 盟 ・宮 城 支 部 10年 の あ ゆ み

山本 蒔子 氏 (禁煙医師連盟 ・宮城支部長)

シンポ ジウム

座長  黒澤 ―  氏 (東北大学保健管理 セ ンター

禁煙医師連盟 。宮城支部)

「防 煙 教 育 と 学 校 敷 地 内 禁 煙 」

シンポ ジス ト

佐 々木 弘 氏 (仙台市教育局教育指導課 係長)

寺澤壽美子 氏 (仙台市立燕沢小学校 校長)

糟谷 文夫 氏 (仙台市立中田小学校 前校長)

粉川 妙子 氏 (仙台市立木町通小学校 養護教諭)

吉 田 敏子 氏 (仙台市宮城野区保健福祉 セ ンター

家庭健康課 主査)

総合討論

閉会挨拶 大高 要子 氏 (」RI山台病院歯科 口腔外科

禁煙医師連盟 ・宮城支部)

14 20

15

15

10

40
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喫煙防止教育を推進して

禁煙医師連盟・官城支部 10年のあゆみ

本禁煙ll進 ズmi歯「卜医自「連盟 官城支部

支部長  山本 蒔 r

日本禁力TII進医ll歯科医師連盟(略:禁煙 ,HI連 盟)は、「miと歯F、 自「が連携して国民の健

康をたばこの害から守る事を目的とし、1992旬lに発足した。宮城支 F・は全 叫で初めての支部とし

て、1994年 9り]に ,R仙 台病 17c・「J務の医師が中心になって糸キ,文した。

宮城 支部は地域における禁煙推進の核になろうと、WIK)の 定めた 5月 31 の 1界禁力「デー

に関連したイベントを仙台で 月催するliを定め、1995年 5月 に第  日の“世界禁1亜デー・宮城フ

ォーラノ、"を開催した。従つて2004年 は第 10「|の1記念すべきフォーラン、となった。2004年 6り16

日(日‖雀日)に「学校にたばこはいらない lJ`o4を テーーマとして、ギf城県歯科医自「会llliにて開催し

た`,
フォーラムは 3つ の部分からなり、1つ は基調i計演として「喫力I防 i教育をltlllしてJ～禁力「ズ

師連‖|・宮城支部のあゆみ～を山本がこの 10年 間に喫煙防 L教育をどのように進めてきたかを

振り返りまとめた。2つ 日は「防煙教育と学校敷地内禁煙Jと/LHしてシンポジウムを行った.,3つ日は

講演会場の外側のホールにおける杵発用ボスターやバネル展示、スパイロメーターによる呼吸機

能測1定とスモーカライザーによる呼気中 CO濃 度測定などの体験コーナーーである.

基調言#演 「喫煙防止教 Flkをl■進してJ～tt坪―・師連‖1宮 城支割
`の

あゆみ～

第 1回“世界禁煙デー・宮llkフォーラム"は「たばこ病よさらば !禁煙デーJがテーマであった
(P9ヽたばこ病とは喫煙関連疾患を簡単によした言葉である。「lys啓会員が肺がん、心筋ll宋、

脳卒中がたばこと関連して発生する事を警響Fし、さらに、mpJ原会員がベビースモーカーで心筋ll

宋になった経験談を.Lった。このフォーラムの際に、参加したある女性から「子供が学校でたばこ
の煙を吸わされています。ぜひこの 問題にllkり組んで ドさい。Jとの意見があつた.、この事は大変

日喚 深く、J文り糸且まなければならない月日題と考えるようになった。

翌年の 1996年、学校における状況を調査する必要があると思われ、学校における喫煙防 L教

育(略:防1中教育)実施およびllltit室や職 員会議の禁煙実施に|‖する・
.l査を宮城 県教育委員会

に提案した。1997イ12月 に禁煙 矢師連‖|・官城支部のlt案が受け入れた,れて、健Jせ教育推lF事

業の 環として宮城県 ド850校 を対象に調査が実施された。

防煙教育実施率は小学校では 3 4ヽγ,と低く、中学校では 762%、 高校では 646%で あつた。

職員会議の禁煙実施率は小学校 640%、 中学校 767%、 と8■1以 卜であるが、高校は 988%と

はば 100%に 近かった。職員室の禁力[実施率は小学校では 296%、 |IPI校では 399(ると共に非

常に低く、高校においては 744γ)でt‐った(図1-① ,②,0,小 、中学校のみをよとめて地域に別
に表にしてみると、大河原地区が最も1,い結果を示しており、地llk差がみられる書が 月らかになっ

た(表1)。

この結果を 1997年第 3ロ フォーラム“学校を無煙環境に 1"において、教育現場はたばこの吉

に劇して認識が乏しいと発表した。このフォーラムでは、柴 |1町保健主事・養護教諭部会の研究
“小,中学校での喫煙防 卜指導の実施"t)発表した。柴H町 のri果から、喫煙は小学校 5,6年生か

ら始まり、中学1交1年 にビークがあることがう)った(表2、X2)。これらから、企ての小11校に於いて、
5,6年生から方煙教育を‖始すべきことを訴えた。

1999年 第 5い |フォーラムでは“青少年をたばこから守ろう
｀
をテーマに、高校生を対象にしたた

ばこに関する意i乱調査を実施した高校生に、発表して1)らい、さらに高校生にたばこについての

考えを1話してt,らつた,,

- 6 8 -



これらのフォ ーラユ、′ヽの参加者を通じて、防力「教育の重要性か徐々にi志識さオしてきた 2(XX)年

には、宮城野区保健福祉センターか:,の依頼により、1台 ,立燕沢と新田小学校の5,6年生へ授

業を行つた。小学生を対象にしたり」めての授 業であったが、r tt達がll中して話を聞き、質 問1)

lr発で良い授業になったように思った.、その後t,多くの学校で授 業を行つたので、r供 達の主な

感想を示した(ズ3～ 5〉,「供達はたばこを吸っている親を心配しているのが分る。子供達には父

母の世代は、たばこの害に‐lする教育を受けていないので、子tt達から親へ禁煙を働き懸けるよ

うに話している。 li学生になると4 学ヽ生と,■って、自しもたばこの害を知つて、禁力[を勧めようと思う

社会性が現れてきている。子供υ,時代からの教育の必要悴を改めて感じる。
2000年 に官城県栗原保ll福祉 事務所が学校保健会の役員、小、中、高校の先生とP臥 役員

からなる防IT座談会を作り、私が助言者として参加した。このような会議を作ったことこ、養護教諭

が各学校に於いて、「信を持って防煙教育に取り組めるようになった。栗原保健所からは、たばこ

の害のパネルを管内の学校に貸し||し、子供たちが見て学ぶことが|1来た。たばこの官の研修会

1)学校関係者や PlAの 参力日で実施できた。その結果 1997年には lti ll室の禁煙実施率が 103%

と最1)低かった地域が、表 3に 見られるように全 46校 の内、禁煙と分煙を合わせると913%が 受

」lttllT対策を実施するまでになった。20(X)年から3年 間の取りIHみであったが、初めは、“たばこ

なんて"とあまり興味を示さなかったPlA連 合会役員から、2111)3年には、学校はたばこを吸うところ

では無い、学校のllりの 自l「k機を取り外したらどうかなどの意jLが111るようになり、防煙教育の 重

要性を地域に浸透させることが出来たて,この成果は2002年第 8「]フォーラムのシンポジウム“広が

っています禁彙1の輸"で発表された.

地rutの保健福れLセンターを通じて、さらに多くの小学校や中学校から、たばこの害の講演依頼

が来るようになり、禁lT医山「連盟の会員は、限られた40分 の授業の中でどうしたらr供たちに分り

や

'い

話が出来るかを研究しあった。その中で、2α13年 11月に「たばこはどうして体に悪いの?J

と題した′`ンフレットを作成した(文6,P63～ 66).科学的な内容、′卜学校 5年 生から高じめる、写真

を入れる、美しくなどを考えて会員が協力して作成できた。2003年 のフォーラムは「公共の場を禁

岬にJとするシンポジウムをオキち、シンポジストとして大滝会員が校医をしている北仙台小学校の校

長先41のお言舌をして頂いた。パンフレットを小学校5ni生が読めるように作る■が出来たのは、北

仙台小学校の先生達のご協力に員る。

r供 たちの rl心をりき出すために、授業の前後にアンケートを実施して1)らっている。授業の

前のアンケートでは ,供 達の理解の程度を力|ることが出来ると共に、子供達が何を聞きたいかを

力|ることが日1来て有用である。その際に家庭環境を調べているが、最近、特に母親の1喫力[率の増
力‖が見られる(表4)。子供達に防煙教育を実施すると共に、円ム の協力を得て、r供と親が lR・

にたばこの害を学ぶ機会を作つていく事が必要であると思われる。禁力[は家族の健康を守る最t,

大切な引慣であるI・を、啓発しなければならない.

2003イ15り1の171康増進法施行後、10月から仙台市が学校牧地内禁煙を実施したことはすばら

しい事である。禁煙 え師連盟の会員は、教職l:を対象にした禁煙支援研修会の講師を務めて、

1台 j教育委員会に協力した。学校敷地内禁煙の意義は大変大きい。「供を受動喫煙から守

れることは1)ちろんであるが、学校がたばこの害をはっきり認識し、禁力「を主体的に実践した事で、

1方煙教育を大きくIFめる結果になったと思う(図7)。

第 311の フォーラムで、子供達がたばこをどこから人手するかについてrlL ttIの結果を発表し

た(図8、この結果かに,は r供 をり‖む環境が、たばこをいかにやすやすと手に入れられる()のであ

るかが分る。子供達にたばこの無い環境を作つていくのは大人の責任である。これからは、学校が

拠点になり、禁力)の人Llさを Prtゃ 地域へと伝えることが必要である(図9).

禁煙医師連盟・宮城支部は防力「教育と禁煙支援をさらにILntLするために、これかr,も学校、地
IIIt、行政と連携を取りつつ、幅広い活動を続けて行きたいと考えているて,

- 6 9 -



図1-①

一③

乱鰊 雪曇綸錢私
たばこを吸ったことがぁる 平成5年

男子   女子
71学ヽ5年    16 3%  6 5

6年    20 6   4 0

中学1年   19 o   5 8

2年    23 0   7 2

3年    33 1   lo 9

対象者数 J 学ヽ生   lo48名

中学生   1629名

表1地 域別の防煙教育と禁煙実施

図

防煙教育

仙台   45 3

大河原 500

石巻   48 4

古り‖   48 7

築館   44 5

迫   351

志津′‖ 39 2

禁煙 職 員会議 職員室

84    45 3

84 5  50 o

53 8  16 0

51 3  18 4

43 6  1o 3

43 2  13 5

37 3  17 6

図1-②

図2柴 田郡学校保健会
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図3,4子 ども達の感想

○たばこの事がすごくよく分かつた

○たばこは皆吸っているのでそんなに悪
いと思わなかつた

○たばこを吸つて死ぬとは知らなかった

○たばこを吸つて寿命が縮むのに驚いた

○吸うお父さんは肺がんで死ぬのかな

04000種 類の毒物が入つているなんて

○たばこは覚せい剤と同じだ

○周りの人まで病気にするとはひどい

○黒い汚い肺にはなりたくない

○頭が悪くなるのはいやだ

○吸っている人にもっと聞いてもらいたい

○こんな悪いものをどうして国は売るの

Oた ばこの無い国はあるのか

図5中 学生の感想

○父親に話して必ず上めてもらう
○周りの吸っている人に禁煙を勧めて禁煙の方法も教えてあげる
○一人一人がたばこをすわない努力を
○生きているうち吸ってはいけない

○たばこの苦しみをなくすために立ち上がらなければいけない

○まず自分が立ち上がる

表3職 員室のたばこ対策の進展

総数   禁煙   分煙
71学ヽ校  29校      17       9

中学校  10校     5    5

高校   7校     4    2

合計    46校      26      1 6

平成 14年 度 実施率 91 3%

図6宮 城支部作成のパンフレット

○科学的な内容

○分かり易い

○小学5年生が読める

O写 真を入れる

O会 員が協力し作成

○美しい

たはこは
とうして
はに悪いの7

未

３

０

１

４
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仙台市青葉区小5

宮城野区小5,6

村田町 4 3ヽから6

仙台市太白区中2

太自区中3

大河原町中1

表4父 母の喫煙率(%) 図7学 校の役割

防煙教育の効果を高めるために

○禁煙に関する学校自体の実践

○たばこを吸わない環境づくり

○職員室や職員会議の禁煙の実施

○来客の禁煙 学校行事の禁煙

○学校敷地内禁煙

○教師の禁煙は生徒の最もよいモデル

○学校は地域の禁煙推進に中心的な

役書1

図9地 域が進めるたばこ対策

○地域の力で出来ることを実行

○地域の行事は無煙環境で開催

○通学路は歩行喫煙禁止区域に

Oた ばこ自販機を学校の周りから

撤去

○子供達の喫煙を見逃さない

○地域で禁煙教室の取り組む

父親

56 7

53 4

58 3

48 8

54 1

57 1

母親

27

33 3

5 5

16 7

27 5

22 4

シンポジウム 「防煙教育と学校敷地内禁煙」

市 立 学校 敷 地 内禁煙 始 まる

仙台 i教育局教育指導課  佐々木 弘

たばこによる健康に対する影響が社会問題化している現在、仙台市では「いきいき市民17yt康ブ

ランJの中で、「たばこと健康Jを重点分野に掲げ、その取組みを進めてきました。

また、新たに制定された唯 康増 IF法Jに1)受4Jl喫煙防 Lの観点から、学校の管理者に対し防

L対策を1甫う
｀
るよう求めています。

このようなことから、学校が率先し敷地内禁煙を行い、本市の将来を支える児童。生徒の健康を

守るととt)に、ド民の健康を考える 助とするため、昨年 10月 14日より学校敷地内での企面禁煙

を実施いたしました。実施に至るまでには幾多の解決すべき問題もありましたが、教職員、保護者、

地域の情様方の多大なるご協力を得て実施することができました。特に管理職の皆様方にはぜひ、

図8 柴田町学校保健会の調査
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「非1契煙者JIこなっていただき、学校の禁lll化を強力に推進していただければ幸いです。

今後の継続的な取組みを行うべき対策といたしまして、禁煙の成功事例を紹介する「禁煙だよ

りJの発行、禁lT指導をしてくれる医療機関の一覧表のT●L布を行うなど、学校敷地内におけるたば

この一掃作戦を展開したいと考えています。

煙害から子供を守ろう
燕沢小学校長  寺澤 久美子

近年、受動喫煙による子供たちへの様々な害が明らかになり、その内容について1)力る機会が

増えております。本校では、平成 12年 9月 に1高学年児童を対象に防煙教育を実ILし、職員と共

にその対策について取り組んできました。空気清浄器の設置や休憩時の分煙化などの策を講じ

ながら
'契

煙者の減少に〈)努めてきました。学校敷地内禁力Iについても昨年 4月 より実施し、保護

者や地t・tの 方々の協力を得ております。しかし、直に煙を吸わなければよいという大人の意・itが

多く、気密性の高い家lf内で、浮遊する煙の粒 子により影響を受けている r供もあるようです。r

供たちには、保健の学習で低年齢からのllyJ煙の害の大きさや、法律によって禁止されていること

等を指導しておりまうが、同時に「本人の自 11でよいJという価1自紐の横行しがちな今、悪いことは

悪いとしっかり弁別できる力を周りの人人が教えはぐくんでいくことをも大切にしていきたいと考え

ますて,

けむ りの外 か ら

仙台市立中 1小学校 11校長  糟谷 文夫

仙台 |,立の学校では、昨年の 10月から学校敷地内禁煙が全面的に実施されました。その条件

整備に向けて、校長 自らがリーダーシップを発揮することが求められることになりました。私 自身と

しては、校内の環境づくりをlFめることと自分 自身の喫煙をどうするかという 1重の課題を背負うこ

とになりました。

禁煙劇策に向けてのケアとして、禁煙を希望する教職員の研修会も設定されました。その中で、

喫lTは本人の意志の問題だけでなく、 種の生活習慣病 (依存症)であるというお話t)伺いました。

そこで、
^療

支援を受けることが望ましいと考え、受診し、8月から約 2ヶ月間禁煙補助業をllR用し

ました。そのおかげで禁煙に成功することができました。

学校での敷地内禁煙対策と禁煙補助薬を用いた医療支援の画面作戦によつて、公私と()に校

内での条件整備を推進することができたと考えております。この体験を生かしこれから()「けむりの

外から」了どもの健康問題や1喫煙による健康障害の問題についても考えていきたいと思います。

保健学習「たばこの害と健康について」の実践を通して

仙台市立本田「通小学校 養護教諭  粉川 妙 子

ここ数年の間に自動販売機の乱立により、特にたばこが未成年の子どt)達の身近なところで容

易に手に入る環境になっています。とりわけ、心身の発育・発達の著しい小学41にとつては影響が

大きく、小学校の段階からの防煙教育の導入の必要性が叫ばれてきました。平成 14年度からは、

保健授業が小学校 3年 生から導入され、5・6年 の保健の教科書では、たばこの害について取り上
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げています。前任校 において、5年 前から養護教諭による「たばこの害と健康についてJの保健授

業を展開してきました。昨11は仙台 市内の公 ↓:学校の敷tL内における喫力Iの全山i禁止が 10月

141か ら夫llLされたこともあり、子ども達に“どうしてたばこを
`羊

校内で吸ってはいけないのか"を

不1学的にたばこの官について教える必要があると捉え、1学年から6学 年まで実施司
~る

こととしまし

た。保 ll学習を通して rども達は、自分のからだについて関心を抱くようになってきました。子ども

達に“どうJれ ば健康にすごせるのか"そのスキルを身に付けていってはしいと願いながら、今後と

1)取り糸Rみ実践していきたいと思つています。

宮城野区保健福祉センターにおける防煙教育の取り組み

宮城野区保健福れLセンター家庭健康諜  吉口1敏 了

泊台市民の健l・Rづくりを日的とした いきいき ,民健康プランJttlllの 環として、当保健福祉セ

ンターでは、健康的な生活召慣が早期に身につくよう、子どt)のLHからの健康べ りIIF進に重点を

置いた事業展開をしています。

その中で1防彙[教育Jについては、「中学校 1年 生ですでに 20%以 卜の生171が喫煙経験ありJ

(1996年 末成年者の喫煙行動に関する全国報告書・国市公衆衛41院)との報+()あり、F期から

のlkLI康教育が重要と考えて事業を実施しています。

小学生を対象にした防力「教育は、平成 12年 度に燕沢小学校において実lLしたのが初めてで、

それ以降何校かにlJhき力
'ナ

を行い実施してきました。更に 14年 度からは、管内小学校全校 (21

校)に劇して、連携をとる足がかりとして「坊煙教育に関するアンケートJを実施し、14・1511度 と4占

報交換会や研修会を重ねてきています。|1期からの防州:教育の重要性や、保健福祉センターの

取り組みにも理解が得られるようになり連携が取れつつあります。これからも11内学校との連携をと

り、学校や地域において、たばこに関するllL康教育の充実がはかられるよう取り組んでいきたいと

考えています。

総合討論  シンポジウム「防煙教育と学校敷地内禁煙」

総合討論は非常に活発に行われた。喫煙教職員への禁煙サポートt,人リリであるが、教職11の

イ■り11に祭して、喫煙のイ「無を条件にすべきである。元をlJたなければ、学校の1〔煙環境づくりは

困難であることから、大学教育機関の禁煙化は不可欠であるという意見が||された。また、rども

を煙害から守るにあたり、保育園でのたばこ対策が十分に行われていないようであるので、幼児の

生活の場の無煙環境づくり1)進めるべきであるという意見t)‖|された。

展示体験会場

会場の口∴面には禁煙 Et師連 |‖・官城支部が用意した多数のポスターがll',れ、啓発用のア`ン

フレットや禁煙グッズ際 煙をすすめる文の印刷されているクリアーファイル、はがき、シール)が無

料配 泊iされた。“たばこ対策ネットワーク みやぎ・せんだい"の参川団体(行政、医Fl会、ll科レ1則i

会、薬剤師会、看護協会と禁煙l‐師連盟・宮城 支部で 200311に結成)の資料が展示された。特に

仙台市
'師

会は,十年にltき、赤ちゃんの写真を載せた大きなバ ネルを作成し、受動喫たIの害を

アッピールした。宮城県業剤削i会は、ニコチンガムの使用|力法と会の取り糸Rみを紹介した.

束日本旅客鉄道 (株)JR仙台ll院、東北E21薬品協1議会l●賛
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第 10回 宮城フォーラム「学校にたばこはぃらない ! 'o4」
受付から展示まで

シンテ|ジヽウノ、

暇
荀

謡

攀

な(′Jtl瓜九t

寛τi「タ

ル「11隻千iヒイ資査
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Ⅲ 規約 会員名簿



日本禁煙推進医師歯科医師連盟。宮城支部 規約

1995年 2月 1日 作成

2002年 12月 16日 改正

第 1章 総則

く名称>

第 1条

本連盟支部は日本禁煙推進医師歯科医師連盟官城支部と称し、略称を禁煙医師連盟官城支部

とする。

<目 的 >

第 2条

本連盟支部は、日本禁煙推進医師歯科医師連盟の目的を達成すべく、特に富城県を中心に地

域的な活動をすることを目的とする。

<活 動 >

第 3条

本連盟支部は、日本禁煙推進医師歯科医師連盟の目的を達成するために、以下の活動を行う。

2)医療機関、保健福祉施設、公共機関等における禁煙を推進する。

3)医療機関、地域、職域での禁煙指導を行う。

4)タバコの害に関する正しい知識を普及させる。

5)中央本部との連携を行う。

6)その他、目的を達成するために必要な活動を行う。

第 2章 会員

<会 員の種類 >

第 4条

本連盟支部の会員は、次の 2種 とする。

正会員 本連盟の目的に賛同し、第 5条 の入会資格を満たすもの。

賛助会員 本連盟支部の事業を賛助するために入会した個人または団体で、運営委員会により

承認を得たもの。

く資格 >

第 5条

本連盟支部の正会員は、第 2条 記載の目的に賛同し、かつ次の条件を満たすものとする。

2)医師または歯科医師

3)非喫煙者

4)タバコの生産、販売および消費を奨励するまたは助長する活動を行わない。

<入 退会 >

第 6条

前条の資格を持つものは支部長に届け出て入会することが出来る。

2)禁煙医師連盟全国組織を退会したものは、同時退会とする。
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3)会員が本連盟の名誉を傷つけまたは目的に反した行為をした場合には、運営委員会の議決に

基づき退会させることが出来る。

第 3章 総会

く構成および開催 >

第 7条

総会は、支部会員で構成し、定期総会および臨時総会に分ける。

2)定期総会は年 1回 開催する。

3)臨時総会は運営委員会で必要と認めた時に開催する。

く決議事項 >

第 8条

総会はこの規約で定めるもののほか、次の事項を決定する。

2)予算決算の承認

3)活動方針の決定

4)活動報告の承認

5)その他、運営委員会で必要と認めた事項

第 4章 機関

<役 員 >

第 9条

この支部には次の役員をおく。

支部長 1名

顧問若千名

運営委員 15名以内

監事 2名

く役員の選出>

第 10条

代表世話人、運営委員、監事は会員の中から選出する。

く役員の任期 >

第 11条

役員の任期は 2年 とする。

2)役員は再任することが出来る。

<役 員の職務 >

第 12条

支部長は宮城支部を代表し、運営委員会の決定に従って業務を総理する。

2)運営委員は運営委員会を構成し、支部長の命を受け、業務を遂行する。

3)運営委員は、庶務、広報、会計、学術、書記等の職務を行う。

<運 営委員会>

第 13条

運営委員会は次の場合に開催する。
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2)支部長が必要と認めた場合

3)3名 以上の運営委員の請求があった場合

<事 務局>

第 14条

本支部はその業務を遂行する為に事務局を置く。

第 5章 会計

く経費>

第 15条

本支部の経費は、会員の寄付およびその他の収入をもつて充てる。

<予 算および決算 >

第 16条

本支部の収支予算、決算は、会計担当の運営委員が作成し、監事の監査を受けた後、総会の承

認を得る。

く会計年度>

第 17条

本支部の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に終わる。

第 6章 雑則

第 18条

この規約に定めるものの他、本支部の運営に必要な事項は運営委員会が別に定める。
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編 集 後 記

禁煙活動をしているうちに瞬く間に10年力1過ぎ去つたという

気がします。宮城支部設立当初の写真は懐かしいものばか りで

す。またフォーラムの録音テープはとても貴重な資料になりま

した。大勢の会員の協力でこのような立派な記念誌を作ること

力くでき感謝しております。

10年の歩み 1994～ 2004年
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